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１．事業概要 

 

１ 委託事業の内容 

専修学校遠隔教育導入モデル構築プロジェクト  

 

２．事業名 

        先端技術を活用した体感型双方向遠隔教育の実践モデル構築事業 

３．分野 

       工業分野  

 

４．代表機関 

法人名 一般社団法人全国専門学校情報教育協会 

所在地 〒164-0003 東京都中野区東中野 1-57-8 辻沢ビル３F 

 

５．構成機関・構成員等 

（１）教育機関 

１ 日本工学院専門学校 

２ 日本電子専門学校 

３ 専門学校中央情報大学校 

４ 東北電子専門学校 

５ 吉田学園情報ビジネス専門学校 

６ 名古屋工学院専門学校 

７ 中国デザイン専門学校 

８ 麻生情報ビジネス専門学校 

９ トライデントコンピュータ専門学校 

10 横浜システム工学院専門学校 

11 ECCコンピュータ専門学校   

（２）企業・団体 

１ 中野秀男研究所 

２ 株式会社ウチダ人材開発センタ 

３ 株式会社ユニバーサル・サポート・システムズ 
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４ 合同会社ヘルシーブレイン 

５ 有限会社ワイズマン 

６ 一般社団法人ソフトウェア協会 

７ 一般社団法人 Rubyビジネス推進協議会 

８ 一般社団法人クラウド利用促進機構    

 

（３）行政機関 

 

（４）事業の実施体制（イメージ） 
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（５）各機関の役割・協力事項について 

○教育機関 

・現在実施されている遠隔授業事例の情報提供 

・遠隔教育環境（学校・学生）の情報提供 

・遠隔教育導入モデルの検討～作成協力（本事業で開発予定の遠隔教育導入モデル 

（講義授業、実習・実技授業、グループワーク）等の実施ツールや仕組みの実施可   

能項目洗い出しと参考資料の提供 

・実証講座実施協力（受講者募集） 

・遠隔授業実施協力と検証協力 

・遠隔教育導入モデルプログラム実証協力と教育課程への導入検討 

・成果の活用  

 

○企業・団体 

・リモートワークにおけるコミュニケーション円滑化の事例などの情報提供 

・リモートワークの実施ツール、方法、課題等の情報提供 

・企業における遠隔コミュニケーションに必要なスキルの情報提供 

・調査対象の紹介および情報提供（会員企業等の情報） 

・調査の項目、内容、分析等の協力、支援 

・遠隔ツールの最新情報提供（AR・MR・VR 等の技術他） 

・遠隔教育で実施する PBL 等のグループワークの内容検討から情報提供、実施支援 

・企業研修等における遠隔教育の実施状況、実施方法、課題等の情報共有 

・遠隔教育導入モデルプログラムの評価、検証協力 

（実証講座の結果・成果に対する評価、改善の提案、助言） 

・本事業の成果がリモートワークや社員のオンライン研修等に活用できるか検討・協

議する。 
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６．事業の内容等 

（１）事業の趣旨・目的 

    2020 年 4 月、新型コロナウイルス感染症拡大防止による緊急事態宣言により、教

育機関は臨時休校となったが、多くの専門学校が在宅でも学習ができる遠隔授業を行

った。遠隔教育は、感染症の長期化や疫病、災害が発生した際に、学習を止めずに提

供できる教育の方法として期待されている。 

            一方で、遠隔教育の課題として、教員からは、「実習・実技の実施が難しいこと」

「モチベーション維持やフォローの方法が未整備」などが挙げられ、学生は、「理解

しにくい」「相互のやり取りの機会がない」等を挙げている。 

           本事業では、課題を解決のため、情報系専門学校を対象に、講義やプログラム実

習・実技、グループワーク等の授業を遠隔で行うモデルを、先端技術を活用して構築

する。授業の形態に応じて、Web 会議システム、ボイスチャット、XR（VR・AR・

MR）、センシングや出席管理ツール等を複合的に用いて、体感型双方向遠隔教育モ

デルを構築する。業界団体や企業、専門学校と連携し、学生フォローの方法やコス

ト・費用、在宅学習が長期化した場合の学生間の交流の設計等、学校運営上、持続可

能であり、疫病や災害時でも、質を落とすことなく職業教育を継続できる遠隔教育導

入モデルを構築・検証をする。 

 

（２）当該モデルが必要な背景 

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、２０２０年４月の緊急事態宣言で対人

接触や移動が制限される中、多くの専門学校は一定期間の休校措置を取った。休校期

間中、学習を止めないため、遠隔授業を実施した。（令和 2 年 5 月 11 日時点で

1230 校が遠隔授業を実施） 

一方で緊急事態宣言が解除された後には、対面授業や対面と遠隔授業との併用など

何らかの形で対面授業を実施する学校が多くなった。令和 2 年度後期授業ではオンラ

イン授業の割合は、「まったくない」36.7％、「半分以下」34.8％ で ほとんどが

オンライン授業だった割合は、8.7％で 1 割に満たない状態であった。 

コロナ禍により取り組みの進んだ遠隔授業であるが、教員からは①学生の通信環境

に関する対応、②教員の能力により差が出ること、③対面授業に比べ教員の負担が大

きいこと、④出席管理や学習評価の方法が確立していないこと、⑤遠隔授業では行え

ない内容があること、⑥学生のモチベーション維持や学生フォローの方法が確立して

いないことなどの課題が挙げられている。また、学生からは、「対面授業より理解し
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にくい」「質問等、相互のやり取りの機会がない・少ない」「友人などと一緒に授業

を受けられない」等の意見があった。 

本事業では、遠隔教育の課題を解決するため、「センシング」「AR/VR」「CBT」

「LMS」「Web 会議システム」などの先端技術を複合的に利用して、講義、実習・

実技、グループワーク等の授業を遠隔教育で行うモデルを研究実証し、質を落とすこ

となく学習を提供できるようにするための遠隔教育導入モデルを構築する。 

遠隔教育の課題に対応し、今後さらに対人接触や移動が制限される状況や疫病、災

害等になっても学習を止めず、質を落とすことなく学習を継続できる仕組みの導入や

構築は、専門学校における職業人材の養成にとって重要かつ必要な取組みである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年５月１３日新型コロナウイルス感染症対策に関する専門学校の対応状況について 

文部科学省専修学校教育振興室 

新型コロナウイルス感染症の影響による学生等の学生生活に関する調査の結果 

令和 3 年 5 月 25 日 文部科学省 高等教育局 総合教育政策局 
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情報系専門学校では、コロナ禍の休校期間において、多くの学校が遠隔で授業を実

施したが、講義授業は Web 会議システムや映像配信での実施が中心であった。実

習・実技の遠隔授業は、一部では行われていたが、実施方法が標準化されておらず、

教員のスキル等、担当教員への依存度が高く、誰もが同様の遠隔授業を行える状態に

はなっていないのが現状である。多くの学校では、実習・実技等は、感染症対策を十

分にした状態での対面授業での実施を選択している。疫病や災害時に質を落とすこと

なく職業教育を継続するためには、専門学校の特徴でもある実習・実技の遠隔授業実

施方法の構築が必須である。 

本事業の遠隔教育導入モデルの構築は、前提として疫病や災害等で学校に通えない

状況において、フルリモートの環境で実習・実技の遠隔教育実施も含めたモデルを想

定している。通常時、対面授業・遠隔授業のそれぞれのメリットを活かして教育を実

施すればよいが、コロナ禍のような疫病や災害等により、長期間休校せざるを得ない

状況でも学習を止めることなく、教育の質を落とすことのない職業教育実施が求めら

れていると考えるからである。 

 近年、情報技術の急速な進歩により、ビッグデータ、人工知能、ロボット、IoT と

いった情報技術が社会システムの中へ実装されはじめていた。2020 年以降、コロナ

禍により、非対面・非接触があらゆる社会活動において求められ、先端のデジタル技

術が急速に進展した。これまで高額であったデジタルツールやシステムが比較的安価

に、容易に利用できるようになり、オンライン上でできる教育も様々なことが実現可

能となった。本事業では、通常行われている講義、実習（個人）、実習（グループワ

ーク）を遠隔授業で行うための先端技術のツールの種類・使用方法・使用機能などを

整理し、遠隔授業モデルとして取りまとめる。先端技術を複合的に用いて遠隔授業を

構成するため、実証には操作・使用方法などに慣れていることが重要である。このた

め、教員・学生ともにデジタル技術を比較的使い慣れている情報系専門学校の授業を

対象にモデルを構築する。遠隔授業導入モデル構築とともに、情報産業の企業では、

リモートワーク等が進んでおり、就職先によってはフルリモートで業務を行う可能性

もあるため、学生のオンラインでのプログラム共同開発や遠隔コミュニケーション、

ツールを使いこなす能力も養成する。また、構築する遠隔教育導入モデルは、教員の

操作スキル等の向上が必要ではあるが、情報系以外の専門学校においても活用可能な

ものを想定している。 

 本事業におけるフルリモートを想定した遠隔教育導入モデルでは、授業実施に加え、

休憩時間等における雑談や友人・教員・講師等との情報交換やその他の交流等をオン

ライン上に設計する。コロナ禍のオンライン学習期間に「友人ができない」ことが課

題として挙がったが、SNS 等で、オンラインのみでの交流も経験している世代が
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「友人ができない」のは機会や場が設計されていないからである。通常時は、様々な

場面で学生同士の接触があるが、オンライン授業ではその機会が極端に少ない。本事

業では、学生間、学生教員間等の授業時間以外の交流を促進するため、企業と連携し

リモートワーク等で社員間のコミュニケーション円滑化に効果のあった方法等を参考

に、先端技術を用いてオンライン上に教室・実習室・相談室、休憩室等を設置し、学

生間・学生教員間等のコミュニケーションの円滑化を図るとともに、オンラインによ

る学生フォローの仕組みを検討・構築する。学生の悩みや学習相談への対応を通して

孤独感や疎外感、不安感を払拭し、授業への参加意識、学校・学部・学科・クラス等

への帰属意識が醸成され、学習モチベーションの向上が期待できる。 

 本事業では、対面と遠隔授業で同様の講座を実施し、比較することでメリットや教

育効果を検証する。また、遠隔教育を実施するためのコストを明らかにし、学校運営

において持続可能なモデルであるかを検証する。本事業で構築する、遠隔教育導入モ

デルは、疾病や災害時または、学生が入院している状態や遠隔地にいる場合等、遠隔

教育のメリットを活かして質を落とすことなく職業教育を提供し、継続してゆくため

に必要不可欠な取組みであり、かつ重要である。 

 

（３）遠隔教育の導入方策とそのモデル化の概要 

●講義遠隔授業 

使用する機器： 

学校側：パーソナルコンピュータ（２～3 台）、プロジェクター、Web カメラ、

その他通信に必要な機材・環境、360 度カメラ 

学生側：パーソナルコンピュータ（またはタブレット PC）、Web カメラ、その

他通信に必要な機材・環境、（AR 利用時スマホ） 

      ※通信環境が十分でない学生は、学校の空き教室・Wi-fi 環境を使用し

て受講  

ソフトウェア： 

パワーポイント、Discord、zoom、Slack、アイトラキングツール、出席管理ツ

ール、テスト配信システム、AR アプリ等、他 

導入範囲： 

講義中心の授業（本事業では情報処理の基礎科目から選択） 

  ※情報処理の基礎科目の講義授業を遠隔授業で実施して、講義遠隔授業モデルと

して検証する。構築されたモデルは、教育課程で実施する他の座学での検証を

含め、導入・活用する。 

方法： 
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協力専門学校学生を対象に遠隔授業、対面授業それぞれで学習するグループに同

一内容の授業を実施し、比較から教育効果等を検証する。 

●講義遠隔授業 想定している方法 

   ・Web 会議ツール 

講師およびパワーポイント資料または講義している教室の映像をライブ配信 

・ボイスチャット 

音声配信、録音（Web 会議ツールは参加者全員に音声が届くが、ボイスチ

ャットは特定の相手 のみと会話が可能であり、個人別に音声の記録ができ

るため）「discord」などを想定 

・Web コミュニケーションツール 

資料配布、連絡「Slack」などを想定 

・アイトラキングツール 

授業時の学生の視線をトラッキング、講師は、リアルタイムでモニターし、

学生の状態を把握しながら、休憩、小テストや発言を促すタイミングを計る

（トラッキングデータは分析を行うデータとして記録する）  Windows

の Tobii などを想定   

・出席管理ツール 

アイトラキングと連携した出欠管理を導入する。zoom 等の Web 会議ツー

ルの入退出ログとアイトラキングにより、出席管理を行うことを想定。（オ

ンデマンド配信についても Web 会議ツール使用で対応を想定） 

※入室後、音声・ビデオをオフの状態にすると離席等の把握ができないため、

入退室ログとアイトラッキング、テスト回答等を併用して対応 

■アイトラッキングと出席管理ツール（Web 会議システム・ＬＭＳ等）の連

携による出欠状況の把握と確認について 

出席管理ツールでは、遠隔授業の入退出の記録しか残らないため、入室後、

遠隔授業を視聴せずに別の作業や外出をしても確認することが出来ない。ア

イトラッキングツールを併用して、出欠管理ツールの入退出の記録に紐づけ

て視線データを記録することで、出欠の正確な確認ができるようになる。ま

た、視線データをリアルタイムで表示し、視線が外れている学生への声掛け

や指導に活用することにより、授業の緊張感や臨場感等の体感を向上させる

とともに、学生の授業参加状況の把握ができる。 

・音声－テキスト変換ツール 

授業時の講師の音声をテキストに変換し、オンデマンドのビデオに挿入し復

習や欠席者フォローに使用する。また、授業時のすべての会話をテキストに
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変換し、データとして蓄積する。（将来的にテキストマイニング等 解析を

行う元データとする。本事業では解析までは実施しない）MS-word、google

ドキュメント等を想定  

・テスト配信システム 

授業の途中の小テスト、授業終了時の確認テストの配信を行う。（回答がデ

ジタルデータ処理できるもの、Web 会議ツールの機能の活用を検討する） 

zoom、google フォーム等を想定     

・リアルタイム AR アプリ 

講師や説明に必要なものなどが自宅や講座を視聴している場所に存在するよ

うに演出する。スマホ画面に表示することを想定しているが、AR グラス等

を利用すれば、よりリアルな体感が得られる。アプリを開発予定 

時間数： 

10 時間程度（実施する遠隔授業実証講座の時間数） 

※学科における講義科目全体の時間数 約 720 時間（2 年課程の時間数）    

※授業実施方法の違いによる、学生モチベーションの変化を分析 また、授業

以外での学生フォローの在り方も検討する。 

※効果的な遠隔授業の方法を精査し、対面授業と変わりない教育効果を得られ

る遠隔授業の実施方法を学生の学習達成度等で分析する。 

 

●実習・実技（個人・グループ）遠隔授業 

使用する機器： 

学校側：パーソナルコンピュータ（２～3 台）、プロジェクター、Web カメラ、

その他通信に必要な機材・環境、360 度カメラ 

学生側：パーソナルコンピュータ（またはタブレット PC）、Web カメラ、その

他通信に必要な機材・環境、（AR 利用時スマホ） 

      ※通信環境が十分でない学生は、学校の空き教室・Wi-fi 環境を使用し

て受講  

ソフトウェア： 

Discord、zoom、Slack、リモートデスクトップ機能、オンライン実行環境、開

発プラットフォーム、出席管理ツール、AR アプリ等、他 

導入範囲： 

実習・実技の個別指導・グループでのプログラム実習の授業（本事業では情報処

理の基礎科目から選択） 



 

14 

 

  ※プログラミング実習を遠隔授業の実習・実技の実施モデルとして構築する        

構築されたモデルは、教育課程で実施する他の実習・実技での検証を含め、導

入・活用する 

方法： 

協力専門学校学生を対象に遠隔授業、対面授業それぞれで学習するグループに同

一内容の授業を実施し、比較から教育効果等を検証する。 

●遠隔授業 想定している方法 

・Web 会議ツール 

講師およびパワーポイント資料または教室の映像をライブ配信。 

※グループ実習実施時は、zoom のブレイクアウトルームのようにグループ

ごとに区切った会議室で実施 

・ボイスチャット 

音声配信、録音（Web 会議ツールは参加者全員に音声が届くが、ボイスチ

ャットは特定の相手のみと会話が可能なため）「discord」などを想定 

   ・Web コミュニケーションツール 

資料配布、連絡「Slack」などを想定 

・出席管理ツール 

zoom 等の Web 会議ツールの入退出ログで把握する。 

※グループ実習時、入室後、音声・ビデオをオフの状態にすると離席等の把

握できないため、アイトラッキング等を併用して対応 

■アイトラッキング等の併用による出欠確認について 

Web 会議システムや LMS のアクセスログに紐づけて、アイトラッキングの

データを保管し、出欠記録とするとともに、視線データをリアルタイムで表

示し、授業時間中に 5 分以上視線が画面から外れている学生について、講師

や教員にアラートで知らせる等、学生の出欠状態を把握・確認できる仕組み

を想定している。 

・リアルタイム AR アプリ 

講師や説明に必要なものなどが自宅や講座を視聴している場所に存在するよ

うに演出する。スマホ画面に表示することを想定しているが、AR グラス等

を利用すれば、よりリアルな体感が得られる。AR アプリを開発予定 

・リモートデスクトップ機能 

学生の PC を遠隔で講師が操作することができる機能で、個別実習・実技は

すべてこの機能を用いて実施する。講師が横に居て直接指導している状況が
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再現できる。Windows 機能または、googleChrome リモートデスクトップの

使用を想定 

・開発プラットフォーム 

実習にオンライン上の開発プラットフォームを利用、パソコンの環境設定な

どが不要であるため授業の効率向上のため使用をする。Github などを想定     

    ※開発プラットフォームとは、ソースコードやファイルの階層構造などの変

更履歴を記録・追跡するためのバージョン管理をする仕組みと変更の許可、

及び開発のために必要なツールや公開されているソースコードを利用する

ための共通基盤となる標準環境である。最新のソースコードとともに、以

前のソースコードも記録され、作業分担ごとの進捗やプログラムの変更履

歴が明確になる。また、ソースコードは、プログラム言語や対応する OS

等に関係なく、保存管理ができる。ソースコードや階層構造・階層内のフ

ァイルの変更などは、レビューして承認を得なければ反映されない仕組み

で、複数の人間がかかわるソフトウェア開発では、特に必要なプラットフ

ォームである。 

・オンライン実行環境 

実習・実技で学生が作成したプログラムを実行する環境。Web 上の実行環

境を想定 

時間数： 

個人実習 1 人 15 分程度の指導 3 時間×2 日間程度 

グループ実習 5 時間×2 日間程度 

（実施する遠隔授業実証講座の時間数） 

※学科における講義科目全体の時間数 約 540 時間（2 年課程の時間数）    

※授業実施方法の違いによる、学生モチベーションの変化を分析 また、授業以

外での学生フォローの在り方も検討する。 

※効果的な遠隔授業の方法を精査し、対面授業と変わりない教育効果を得られる

遠隔授業の実施方法を学生の学習達成度等で分析する。 

 

 

●グループワーク遠隔授業①（VR・MR・AR 等を使用しないグループワーク） 

使用する機器： 

学校側：パーソナルコンピュータ、プロジェクター、Web カメラ、その他通

信に必要な機材・環境、学生側：パーソナルコンピュータ（またはタブレット

PC）、Web カメラ、その他通信に必要な機材・環境、 
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※通信環境が十分でない学生は、学校の空き教室・Wi-fi 環境を使用して受講  

ソフトウェア： 

パワーポイント、Discord、zoom、Slack、アイトラキングツール、出席管理

ツール、オンラインホワイトボードツール等、リアルタイム AR アプリ等、他 

導入範囲： 

PBL・アイデアソン等グループワークの授業（情報処理の基礎科目から選択） 

※システム開発のアイデアソン等の内容を想定 

   構築されたモデルは、教育課程で実施する他のグループワーク・ディスカッシ

ョンの授業での検証を含め、導入・活用する 

方法： 

協力専門学校学生を対象に遠隔授業、対面授業それぞれで学習するグループに

同一内容の授業を実施し、比較から教育効果等を検証する。 

●グループワーク遠隔授業① 想定している方法 

・Web 会議ツール 

講師およびパワーポイント資料または講義している教室の映像をライブ配信 

    zoom のブレイクアウトルーム等、グループワーク時はグループごとに会議

室を用意でき、一括に管理できることを想定 

・ボイスチャット 

音声配信、録音（Web 会議ツールは参加者全員に音声が届くが、ボイスチ

ャットは特定の相手のみと会話が可能なため）「discord」などを想定、音

声はリアルタイムでテキスト化、講師が確認できる状態にして、学生の参加

状態の状況、グループワークの状態を把握し指導できるようにする。 

・Web コミュニケーションツール 

資料配布、連絡「Slack」などを想定 

・アイトラキングツール 

授業時の学生の視線をトラッキング、講師は、リアルタイムでモニターし、

学生の状態を把握しながら、休憩や助言のタイミングを計る（トラッキング

データは分析を行うデータとして記録する）Windows の Tobii を想定   

・出席管理ツール 

アイトラキングと連携した出欠管理を行う。zoom 等の Web 会議ツールの

入退出ログとアイトラキングにより、出席管理を行うことを想定。 

※入室後、音声・ビデオをオフの状態にすると離席等の把握できないため、

アイトラッキング、テスト回答、入退出ログ等を併用して対応 

・音声－テキスト変換ツール 
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授業時の講師の音声をテキストに変換し、オンデマンドのビデオに挿入し復

習や欠席者フォローに使用する。また、事業時のすべての会話をテキストに

変換し、データとして蓄積する。（将来的にテキストマイニング等、解析を

行う元データとする。本事業では解析までは実施しない）MS-word、google

ドキュメント等を想定  

・ホワイトボードツール 

グループワークの進行を支援するオンライン上のホワイトボード。議論の内

容やアイデア等の書き出し等、通行のホワイトボードと同様に使用 

時間数： 

10 時間程度（実施する遠隔授業実証講座の時間数） 

※学科における講義科目全体の時間数 約 36 時間（2 年課程の時間数）    

※授業実施方法の違いによる、学生モチベーションの変化を分析 また、授業

以外での学生フォローの在り方も検討する。 

※効果的な遠隔授業の方法を精査し、対面授業と変わりない教育効果を得られ

る遠隔授業の実施方法を学生の学習達成度等で分析する。 

 

●グループワーク遠隔授業②（VR・MR・AR 等を使用するグループワーク） 

使用する機器： 

学校側：パーソナルコンピュータ、Web カメラ、その他通信に必要な機材・

環境 

学生側：パーソナルコンピュータ（またはタブレット PC）、Web カメラ、そ

の他通信に必要な機材・環境、（VR ゴーグル） 

※通信環境が十分でない学生は、学校の空き教室・Wi-fi 環境を使用

して受講  

ソフトウェア： 

Slack、VRSNS、VRSNS に対応した SDK 等、リアルタイム MR アプリ等、他 

導入範囲： 

PBL 等のグループワークの授業（本事業では情報処理の基礎科目から選択） 

※システム開発のアイデアソン等の内容を想定 

構築されたモデルは、教育課程で実施する他のグループワーク・ディスカッシ

ョンの授業での検証を含め、導入・活用する 

方法： 

協力専門学校学生を対象に遠隔授業、対面授業それぞれで学習するグループに

同一内容の授業を実施し、比較から教育効果等を検証する。 
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また、XR を使用しないグループ、使用するグループを比較し体感や参加意識

等の効果を検証する。  

●グループワーク遠隔授業② 想定している方法 

・Web コミュニケーションツール 

資料配布、連絡「Slack」などを想定 

・VRSNS 

無料で使用できる VRSNS（メタバース）上に教室やグループワークで使用

する場所を作成し、グループワーク授業を行う。Cluster、VRChet、spatial

等を想定、リアルタイム AR を利用して、自身をそのままメタバース上に再

現できる仕組みの活用やアバターを各自の顔にすることで、現実感やコミュ

ニケーションの円滑化を図る。 

基本的にすべて VRSNS 上の機能を使用することを想定、録画・録音は画像

編集ツール等を使用する予定（OBS Studio 等を想定） 

時間数： 

1 時間×10 日 10 時間程度（実施する遠隔授業実証講座の時間数） 

※学科における講義科目全体の時間数 約 36 時間（2 年課程の時間数）    

※授業実施方法の違いによる、学生モチベーションの変化を分析 また、授

業以外での学生フォローの在り方も検討する。 

※効果的な遠隔授業の方法を精査し、対面授業と変わりない教育効果を得ら

れる遠隔授業の実施方法を学生の学習達成度等で分析する。 

 

●実習室・相談室・休憩室等のスペースの確保 

使用する機器： 

学校側：パーソナルコンピュータ、Web カメラ、その他通信に必要な機

材・環境、 

学生側：パーソナルコンピュータ（またはタブレット PC）、Web カメラ、

その他通信に必要な機材・環境、（VR ゴーグル） 

※通信環境が十分でない学生は、学校の空き教室・Wi-fi 環境を使

用して受講  

ソフトウェア： 

VRSNS、VRSNS に対応した SDK 等、他 

導入範囲： 

授業時間以外の学生の状態（休憩中・自習中・教室に滞在・休憩室に滞在・ロ

グアウト中・会話 OK・会話 NG などをオンライン上にビジュアル的に表現し、
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学生間、学生教員間の雑談、情報交換、学習内容の相談、その他の相談等のコ

ミュニケーションを促進する  

授業中以外にオンライン上に学生のいる場所を設計し、学生の帰属意識や学習

意欲向上に活用する。 

方法： 

VRSNS 上に教室・休憩室・自習室等を作成し、ログインしている学生がどこ

にいるかを把握できる仕組みを構築する 

既存の無料または安価なサービスを利用すること想定（Cluster、VRChet、

spatial、oasis 等を想定） 

※企業におけるリモートワークで社員間のコミュニケーション円滑化に効果の

あった方法を参考に設計する    
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（４）具体的な取組 

ⅰ）計画の全体像 

【令和４年度】 

●遠隔教育先端技術調査 

 アンケート、ヒアリング、文献調査 

 

●開発 

  ■遠隔教育（基本編）導入モデル 

  ・講義授業対象の遠隔授業モデル開発、・実習授業対象の遠隔授業モデル開発 

     ・確認テスト開発 

  ■VR 空間（教室、グループワーク室、休憩室・実習室等）開発 

   ※上記開発に加え、次年度に予定しているＸＲ技術を活用した実習授業の実施

方法について検討・協議する  

  ■AR アプリ開発      

 

●実証講座 

 ■遠隔授業概要説明会（オリエンテーション） 

  概要説明、使用ツールの操作説明、操作方法習得、遠隔コミュニケーション説明 

  時期：9 月  時間 10 時間 

  対象：遠隔授業実証講座に参加する学生  

 ■講義遠隔授業実証講座 

  時期：10 月  時間 10 時間 

  対象：専門学校学生 定員：20 名（遠隔 20 名、対面 20 名） 

 ■実習（個別）授業実証講座 

  時期：11 月  時間 3 時間×2 日間 

  対象：専門学校学生 定員：20 名（遠隔 20 名、対面 20 名） 

  

●委員会 

 ・実施委員会 3 回     ・遠隔教育導入モデル構築委員会 4 回 

 ・実証委員会 4 回     ・評価委員会 2 回 

 

遠隔授業と対面授業を比較して得られた知見を次年度の事業に活用する。 
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遠隔ツールの使用法や受講の仕方などの遠隔での授業参加に関する操作方法の習熟

度等を検証し、ストレスなく操作が可能となる時間数、遠隔授業の受講回数等を計

測して、遠隔教育導入の学生リテラシーとして取りまとめる。 

 

【令和５年度】 

●開発 

  ■遠隔教育（応用編）導入モデル 

   ・Web 会議システム等を使った実習（グループワーク）遠隔授業モデル開発 

   ・XR 技術を使った実習（グループワーク）遠隔授業モデル開発 

  ■VR 空間開発 

（アバター、オブジェクト、机・椅子、映像スクリーン、ホワイトボード等） 

  ■MR アプリ（VR 空間対応）開発 

 

●実証講座 

■非 IT 系専門学校を対象とした実証講座 

  ①遠隔授業概要説明会（オリエンテーション）（令和 4 年実施の内容） 

   概要説明、使用ツールの操作説明、操作方法習得、遠隔コミュニケーション 

   時期：7 月  時間 10 時間 

   対象：遠隔授業実証講座に参加する非 IT 系専門学校学生及び教員  

②講義遠隔授業実証講座 

   時期：8 月  時間 10 時間 

   対象：非 IT 系専門学校学生及び教員 定員：20 名（遠隔 20 名） 

■遠隔授業概要説明会（オリエンテーション） 

  概要説明、使用ツールの操作説明、操作方法習得、遠隔コミュニケーション 

  時期：8 月  時間 10 時間 対象：遠隔授業実証講座に参加する学生  

■講義遠隔授業実証講座 

  時期：9 月  時間 10 時間 対象：専門学校学生 定員：20 名（遠隔 20 名） 

■実習（個別）授業実証講座 

  時期：9 月  時間 3 時間×2 日間  

対象：専門学校学生 定員：20 名（遠隔 20 名） 

■遠隔授業概要説明会（オリエンテーション） 

   概要説明、使用ツールの操作説明、操作方法習得、遠隔コミュニケーション

説明 

   時期：9 月  時間 10 時間 
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   対象：遠隔授業実証講座に参加する学生  

 ■実習（グループ実習）授業実証講座  

   時期：9 月  時間 ５時間×2 日間 

   対象：専門学校学生 定員：20 名（遠隔 20 名、対面 20 名） 

 ■実習（グループワーク）①実証講座 XR 無 

   時期：11 月  時間 5 時間×2 日間 

   対象：専門学校学生 定員：20 名（遠隔 20 名、対面 20 名） 

 ■実習（グループワーク）②実証講座 XR で実施 

   時期：12 月  時間 1 時間×10 日間 

   対象：専門学校学生 定員：20 名（遠隔 20 名、対面 20 名） 

 

●委員会 

 ・実施委員会 3 回      ・遠隔教育導入モデル構築委員会 4 回 

 ・実証委員会 3 回      ・評価委員会 2 回 

 

 

ⅱ）今年度の具体的活動 

○実施事項 

●調査 

 調査名 ：遠隔教育先端技術調査 

 調査目的：遠隔教育に使用できる先端技術、デジタルツール、周辺機器等の種類

及び、価格、機能等を調査し、本事業に最適なツールを選択する。 

 調査対象：情報系専門学校 200 校程度 ※遠隔教育に使用している先端技術・

ツールについてアンケート調査 

リモートワークを実施している企業 10 社程度 ※リモートワークに

おける社員間のコミュニケーションの課題と解決するためのツールに

ついてヒアリング調査 

      ※遠隔教育に活用する以下のツールについてインターネットでの文献

調査 

Web 会議ツール、ボイスチャット、出席管理ツール、テスト配信シス

テム、AR アプリ、リモートデスクトップ機能、 

オンライン実行環境、VR・MR プラットフォーム、Web コミュニケ

ーションツール、センシングシステム、音声－テキスト変換ツール 

 調査手法：アンケート、インタビュー、インターネットによる文献調査 
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 調査項目：遠隔教育に利用している先端技術・ツール、教育効果の高いと思われ

る実施方法、出欠の管理、学生フォローの方法、学生のモチベーショ

ン維持の工夫、遠隔授業の学生評価方法、リモートワークにおける社

内コミュニケーションの課題とツールによる解決策、ツールの効果、

先端ツールの機能、種類、コスト、実行環境、使用機材の種類とスペ

ック 

 分析内容：先端技術・ツールによる遠隔教育の利用方法、対面授業と遠隔授業の

違いと教育効果及びコスト、先端技術・ツールの利用で解決できる課

題、出欠の管理方法、学生評価方法、遠隔教育の課題、リモートワー

クの課題、リモートワークで効果のあるツール、リモートワークのコ

ミュニケーション活性化の工夫  

 調査結果を成果にどのように反映するか： 

遠隔授業の実施方法、学生フォローの方法や実施事項、遠隔教育に利

用する先端技術・ツールの選定、遠隔教育モデルの構築に活用する。 

 

●開発 

   遠隔教育（基本編）導入モデル 

    ・講義授業対象の遠隔授業モデル 

講義中心の授業実施において、遠隔授業のモデルを解説する 

利用する先端技術の解説と設定方法、利用方法、機材のスペック・OS、周

辺機器、コスト等を解説。本書の内容で導入可能なモデルの解説書を目指す。 

   ※利用を想定している先端ツール 

    Web 会議ツール、ボイスチャット、センシング（遠隔授業中の学生の視線

等）、出席管理ツール、テスト配信システム、リアルタイム AR アプリ等 

・実習（個別）授業対象の遠隔授業モデル 

個人ごとの実習授業に対応した遠隔教育のモデルを解説する  

利用する先端技術の解説と設定方法、利用方法、機材のスペック・OS、周

辺機器、コスト等を解説 

※プログラミング実習遠隔授業の実施方法を想定 

※利用を想定している先端ツール 

    Web 会議ツール、ボイスチャット、リモートデスクトップ機能、オンライ

ン実行環境（github、paiza.IO 等を想定） 

  ・その他 
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休憩時間、雑談等のスペースの確保と利用ツール・方法及び効果について

解説 

 

●実証 

 オリエンテーション：遠隔授業概要説明会  

  目的：実証講座に参加する学生に遠隔授業の概要を説明し、使用ツールの操作

説明、操作方法の習得を行う。また、遠隔でのコミュニケーションにつ

いて解説する。 

対象：実証講座に参加する学生 

手法：実証で利用する遠隔授業に使用するツールについてすべて使用の仕方や

操作方法を説明し、操作方法については、慣れるためある程度時間をか

ける。また、遠隔でのコミュニケーションの方法や注意すべきことの説

明と、設置するオンライン上の教室・実習室・相談室・休憩室等の利用

や学習・そ の他フォローについて説明する。 

 ①実証名：講義遠隔授業実証講座 

  目 的：先端技術を利用した講義中心の遠隔授業について、先端技術の使用方

法・操作方法を整理するとともに、先端技術を使用した遠隔教育の効

果を検証する。学習に係る学生フォロー等の機能やタイミングについ

て検証する。 

  対 象：情報系専門学校学生 40 人程度（遠隔授業 20 名 対面授業 20 名） 

  手 法：学生を２グループに分けて、遠隔授業と対面授業で同一の授業を実施

し、比較検証する。 

  項 目：参加意識、質問のし易さ、学習意欲、分り易さ、画面の見易さ、声の

聴き取り易さ、画面と音声のタイムラグ、授業の一体感、他の受講者

とのコミュニケーション  

  分析方法：受講した学生のアンケート及び教育目標の達成度・理解度（テスト

等で計測）を比較分析する。 

獲得し得る知見：対面授業と遠隔授業の特徴と遠隔授業での課題と解決策、遠

隔授業における学生フォローの内容と実施体制等。 

  成果への反映方策： 

      遠隔授業の実施方法、教育効果を高めるための工夫、遠隔授業の学生

フォローの内容と実施体制。 

 ②実証名：実習（個別）授業実証講座 
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  目 的：先端技術を利用した実習（個別）の指導について、先端技術の使用方

法・操作方法を整理するとともに、先端技術を使用した遠隔教育の効

果を検証する。学習に係る学生フォロー等の機能やタイミング、教員

の負担等について検証する。 

  対 象：情報系専門学校学生 24 人程度（遠隔指導 12 名 対面指導 12 名） 

  手 法：学生を２グループに分けて、遠隔指導と対面指導で実習授業を実施し、

教育効果を比較、検証する。 

  項 目：指導の時間、指導外の時間の指示や内容、分り易さ、質問のし易さ、

理解不足の項目と学習のフォロー、学習意欲、ツールの操作、他の受

講との会話   

  分析方法：受講した学生のアンケート及び教育目標の達成度（実習で行うプロ

グラミングの理解度・確認の実習テストで計測）を比較分析する。 

獲得し得る知見：対面指導と遠隔指導の特徴と課題及び解決策、遠隔指導にお

ける学生フォローの内容と実施体制等。先端技術・ツールの操作方法

（教員の操作・学生の適応等） 

  成果への反映方策： 

      実習（個別）の遠隔授業の実施方法、先端技術の操作方法や学生の適

応状況、学生の準備事項、教育効果の高い実施方法、学生フォローの

内容と実施体制 

 

●成果の普及 

・実証の参加協力専門学校に継続的な取組みの実施を依頼する 

 ・当会会員専門学校に実証結果を配布し、次年度以降の実証協力の依頼ととも

に、遠隔教育導入モデルの活用を促進する。 

・遠隔授業に利用するツールやツールを用いた遠隔授業の実施方法を説明する

ためのセミナーや研修を行い、遠隔教育実施を促進する。 

・成果報告会を開催し、専門学校、関係企業・団体に成果を周知するとともに

YouTube 等を利用し動画による情報提供を行い、成果の普及を図る。 

 

●委員会 

 ・実施委員会 3 回  

 ・遠隔教育導入モデル構築委員会 4 回 

 ・実証委員会 4 回  

 ・評価委員会 2 回  
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○事業を推進する上で設置する会議 

会議名① 実施委員会 

目 的 事業方針策定、事業進捗管理、予算執行管理、課題の検討、      

各委員会進捗管理、成果の活用・普及、企業・団体との連

携、新しい教育の在り方の検討 

検討の具体的内容  ・事業方針策定 

・事業進捗管理 

・予算執行管理 

・各委員会進捗管理   

・企業・団体との連携 

・課題の検討   

・遠隔教育導入モデルの検討と協議 

・遠隔授業に使用する先端技術の検討と協議、選択 

委員数 １２人  

開催頻度 年３回 

実施委員会の構成員（委員） 

１ 飯塚 正成   一般社団法人全国専門学校情報教育協会  

２ 髙地 昭彦   日本工学院専門学校 

３ 工藤 陽輔   日本電子専門学校 

４ 小澤 慎太郎  専門学校中央情報大学校 

５ 岩間 宏博   東北電子専門学校 

６ 菅野 崇行   吉田学園情報ビジネス専門学校 

７ 松岡 昇    名古屋工学院専門学校 

８ 中野 秀男   中野秀男研究所  

９  冨田 伸一郎    株式会社ウチダ人材開発センタ 

／一般社団法人ソフトウェア協会 

10 岡山 保美    株式会社ユニバーサル・サポート・システムズ 

11 高畑 道子            一般社団法人 Ruby ビジネス推進協議会 理事長 

12 吉田 雄哉            一般社団法人クラウド利用促進機構 
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会議名② 遠隔教育導入モデル構築委員会 

目 的 遠隔教育導入モデル構築方針検討・提案、学生フォロー体制            

構築、構築モデル仕様の検討、モデル作成業者選定、導入運

用コスト検討、先端技術調査、遠隔教育課題調査、遠隔教育

実施ガイド作成 

検討の具体的内容 ・先端技術調査企画     ・遠隔教育課題調査 

・遠隔教育導入モデル構築方針検討・提案 

・学生フォロー体制構築      ・構築モデル仕様の検討、             

・モデル作成業者選定、・導入運用コスト検討                

・遠隔教育実施ガイド企画・設計 

委員数      ６人  

開催頻度 年４回 

１ 千葉 亘剛 吉田学園情報ビジネス専門学校 

２ 佐野 雅博 日本工学院専門学校 

３ 小栁 圭司 日本電子専門学校 

４ 岡本 恭尚 中国デザイン専門学校 

５ 古木 鷹人 麻生情報ビジネス専門学校 

６ 吉岡 正勝 一般社団法人全国専門学校情報教育協会 
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会議名③ 実証委員会 

目 的 遠隔教育モデル検証、遠隔教育プログラム検証、実証講座実      

施、先端技術活用の検証 

検討の具体的内容 ・実証講座実施、 

・講義授業対象の遠隔授業モデル実証講座運用 

・講義授業対象の遠隔授業モデルの検証 

・講義授業対象の遠隔授業モデル課題の抽出から対策検討 

・講義授業対象の遠隔授業モデルに使用する先端技術の検証 

委員数      ７人  

開催頻度 年４回 

１ 松島 秀夫 日本電子専門学校 

２ 岡野 正信 日本電子専門学校 

３ 村田 修 日本工学院専門学校 

４ 土屋 信明 名古屋工学院専門学校 

５ 中原 千賀子 トライデントコンピュータ専門学校 

６ 伊澤 幸徳 ECC コンピュータ専門学校 

７ 吉岡 正勝 一般社団法人全国専門学校情報教育協会 

  

会議名③ 評価委員会 

目 的 実証講座の結果検証と評価、KPI達成に応じた評価、事業の評

価、評価基準の検討 

検討の具体的内容 ・実証講座の結果検証と評価、  ・KPI 達成に応じた評価、 

・事業の評価、         ・評価基準の検討 

・講義授業対象の遠隔授業モデル評価 

委員数      ７人  

開催頻度 年４回 

１ 飯塚 正成 一般社団法人全国専門学校情報教育協会  

２ 船山 世界 日本電子専門学校 

３ 岡山 保美  株式会社ユニバーサル・サポート・システムズ 

４ 冨田 伸一郎 株式会社ウチダ人材開発センタ 

／一般社団法人ソフトウェア協会  
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○事業を推進する上で実施する調査 

調査名 遠隔教育先端技術調査 

調査目的 遠隔教育に使用できる先端技術、デジタルツール、周辺機器等の種類 

及び、価格、機能等を調査し、本事業に最適なツールを選択する。 

調査対象 ・情報系専門学校 200 校程度 ※遠隔教育に使用している先端技  

術・ツールについてアンケート調査 

・リモートワークを実施している企業 10 社程度 ※リモートワーク

における社員間のコミュニケーションの課題と解決するためのツール

についてヒアリング調査 

※遠隔教育に活用する以下のツールについてインターネットでの文献

調査 

Web 会議ツール、ボイスチャット、出席管理ツール、テスト配信シ

ステム、AR アプリ、リモートデスクトップ機能、オンライン実行

環境、VR・MR プラットフォーム、Web コミュニケーションツー

ル、センシングシステム、音声－テキスト変換ツール 

調査手法 アンケート、インタビュー、インターネットによる文献調査 

調査項目 遠隔教育に利用している先端技術・ツール、教育効果の高いと思われ 

る実施方法、出欠の管理、学生フォローの方法、学生のモチベーショ

ン維持の工夫、遠隔授業の学生評価方法、リモートワークにおける社

内コミュニケーションの課題とツールによる解決策、ツールの効果、

先端ツールの機能、種類、コスト、実行環境、使用機材の種類とスペ

ック 

分析内容（集計項目） 

先端技術・ツールによる遠隔教育の利用方法、対面授業と遠隔授業の

違いと教育効果及びコスト、先端技術・ツールの利用で解決できる課

題、出欠の管理方法、学生評価方法、遠隔教育の課題、リモートワー

クの課題、リモートワークで効果のあるツール、リモートワークのコ

ミュニケーション活性化の工夫  

開発するカリキュラムにどのように反映するか（活用手法）  

遠隔授業の実施方法、学生フォローの方法や実施事項、遠隔教育に利

用する先端技術・ツールの選定、遠隔教育モデルの構築に活用する。 

コストの分析から学校運営としての持続可能なモデル構築に活用する。 
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○開発に際して実施する実証講座の概要  

   実証講座の対象者 情報系専門学校学生 40 人程度 

（遠隔授業 20 名 対面授業 20 名） 

期間（日数・コマ数）①オリエンテーション 時期：9 月  2 時間×5 日（10 時間） 

②講義遠隔授業実証講座 時期：10 月 2 時間×5 日（10 時間） 

③実習（個別）授業実証講座 時期：11 月  3 時間×2 日間 

実施手法     ①オリエンテーション：遠隔授業 

②講義遠隔授業実証講座 遠隔授業と対面授業に受講者を分け

て実施 

③実習（個別）授業実証講座 遠隔授業と対面授業に受講者を

分けて実施 

想定される受講者数 ①40 人程度（遠隔授業 40 名） 

②40 人程度（遠隔授業 20 名 対面授業 20 名） 

③40 人程度（遠隔授業 20 名 対面授業 20 名） 
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ⅳ）遠隔教育導入に係る教育効果・コストの検証について 

●遠隔教育導入の教育効果の検証 

 ■実証講座の受講者からの評価 

対面授業との達成度や学習時間等を比較し、教育目標に到達している学生の割合

で効果を検証する。 

   ①実証講座受講者から以下項目について、リッカートスケールに基づく 5 段

階評価で遠隔授業の評価を行う。 

画面の見易さ、声の聴取り易さ、画面と音声のタイムラグ、参加意識、質問

のし易さ、学習意欲の醸成、総合的な分り易さ等、各項目の評価と対面授業

を比較し教育効果を分析する。 

②実証授業受講者に確認テストを行い、その結果から教育目標に対する達成度

を計測し、対面授業受講者の結果との比較により、知識の定着や遠隔授業の

方法、進め方による教育効果を分析する。 

■企業、業界団体等、第３者（有識者・専門学校教員等）からの評価 

評価委員会が企業、業界団体等、第３者（有識者・専門学校教員等）から評価者

を選定（３名から５名程度）し、以下項目の評価を依頼する。 

①遠隔教育導入モデルの評価を以下項目で評価する。 

使用する先端ツールと使用方法・質問のし易さ、受講者相互での会話や学習

支援状況（受講中の受講者同士の会話）、運営のスムーズさを分析・評価す

る 

②遠隔教育に関する評価 

・実証授業受講者の評価分析結果をもとに遠隔授業の有効性を評価する 

・企業の実施するテレワークでの社員コミュニケーションやフォローと比較し、

遠隔教育で実施する学生フォロー、コミュニケーションについて、不足や注

意点、など実施方法の評価をする 

・実証授業をもとに、ネットワーク上のコミュニケーションや情報の受信がで

きているか評価する  

■遠隔授業導入に関する評価 

①本事業の協力専門学校における成果の活用学校数で評価する。 

②当会会員校で遠隔教育導入を実施、検討する学校数で評価する。 

●遠隔教育を導入のコストの検証 

・必要設備・備品 

・準備に係る費用（教材作成や教員の授業準備時間数等も考慮する）、 

・授業実施段階の費用（教員負担を考慮する） 
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・運用のコスト（使用先端ツールのコスト、PC 等の保守メンテナンス料、通信に

かかわるコスト等） 

・授業時間数（対面と遠隔の同一内容の授業にかかる時間を比較する） 

・遠隔で個別指導が必要な場合や問合せ対応の時間を考慮する 

上記ポイントで対面と遠隔の授業の違いを比較し、遠隔教育を継続するためのコスト

を分析、検証する。 

 

 

（５）事業実施に伴うアウトプット（成果物） 

【令和 4年度】 

■調査報告書 

遠隔教育に使用できる先端技術、デジタルツール、必要な周辺機器等の種類、価格、

実現できる内容等を調査し、本事業に最適なツールを選択する。 

■遠隔教育実施（講義授業編）ガイド 

・講義授業対象の遠隔授業モデルを説明したもの 

講義中心の授業実施において、遠隔教育に利用する先端技術の解説と利用方法、

機材、コスト等の解説。本書の内容で導入可能なレベルの解説書を目指す。 

・具体的な遠隔教育導入モデル 

 ①ボイスチャットツールの使用で 1 対 1 や特定の受講者（または、複数の受講者）

へ発話が可能となり、マイクのオンオフの操作や発話のタイミングのぎこちな

さが解消されるとともに、授業中に講師へ質問するほどでもないが確認したい

事項等を同時に受講している友人等に質問できる状態を作ることが出来る。 

  ②ARアプリにより、講師や説明に必要なものなどが自宅や講座を視聴している場

所に存在するように演出することにより、空間の非共有、距離感や物理的接触

欠如、存在感の欠如等の課題を解決する。 

  ③アイトラキングツール・出席管理システムの連携により、教員の出欠管理業務

の軽減をする。Webコミュニケーションツールの導入により、連絡ミスや連絡

漏れを無くし、教員の業務を支援する。音声－テキスト変換ツールにより、ラ

イブ授業の終了後、字幕やまとめ業務の軽減、欠席者フォロー業務の支援をす

る。 

 ④音声－テキスト変換ツールにより収集された音声データを見ることで、授業の

内容や学生の疑問等の解消に活用するとともに、データを蓄積し、ある程度の

データ量になった時点で AI分析することにより、授業の改善に活用する。 

※利用を想定している先端ツール 
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    Web会議ツール、ボイスチャット、センシング（遠隔授業中の学生の視線

等）、出席管理ツール、テスト配信システム、リアルタイム ARアプリ等 

■遠隔教育実施（実習（個人）編）ガイド 

・実習（個別）授業対象の遠隔授業モデルを説明したもの 

個人ごとの実習授業に対応した遠隔教育の方法と利用する先端技術の説明および

授業実施方法、機材、コスト等の解説 

・具体的な遠隔教育導入モデル 

上記 遠隔教育（基本編）導入モデルの①～④に加え、以下モデルを構築する。 

⑤リモートデスクトップ機能の利用により、講師が遠隔にいる学生の PCを直接

操作することで、講師によるプログラムのミスの指摘や修正が可能となり、教

室で個別指導と同等の状態となる。遠隔での個別指導が可能となる。 

⑥オンライン上の開発プラットフォームを利用することにより、遠隔にある各自

の PCの設定にかかわりなく共通の開発環境が提供できるとともに、実習等で

作成したプログラムの作動確認、動作テストが出来るようになる。 

※プログラミング実習遠隔授業の実施方法を想定 

※利用を想定している先端ツール 

Web会議ツール、ボイスチャット、リモートデスクトップ機能、オンライン

実行環境（github、paiza.IO 等を想定） 

・その他 

休憩時間、雑談等のスペースの確保と利用ツール・方法及び効果について解説 

■遠隔教育実施資料集 

・本事業の遠隔授業実証に使用した資料等を取りまとめた資料集 

※データでの配布も行う。 

 

●成果物 

遠隔教育実施（講義授業編）ガイド 

遠隔教育実施（実習（個人）編）ガイド 

遠隔教育資料集（DVD） 

 

【令和 5年度】 

■遠隔教育（応用編）導入ガイド 

・実習（グループ）授業対象の遠隔授業モデルを説明したもの 

複数のメンバー作業を行う実習授業に対応した遠隔教育の方法と利用する先端技

術の説明および授業実施方法、機材、コスト等の解説 
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・具体的な遠隔教育導入モデル 

前述 遠隔教育（基本編）導入モデルの①～⑥に加え、以下モデルを構築する。 

⑦グループごとに議論できる場の設定（ブレイクアウトルーム等の活用）をして、

メンバーの発言を促すとともに、ホワイトボードツール等で議論の情報のまと

めと共有を図る仕組みを構築する。 

⑧ARアプリにより、グループメンバーが自宅や視聴している場所に存在するよう

な演出をして参加意識の向上を図る。 

⑨音声－テキスト変換ツールにより、リアルタイムで学生の発言を講師がモニタ

ーできるようにして、議論の進捗や状況を把握し適切な支援を可能にする。 

※プログラミング実習遠隔授業の実施方法を想定 

※利用を想定している先端ツール 

リアルタイム ARツール（アプリ）、出席管理ツール、Web会議ツール、ボ

イスチャット、リモートデスクトップ機能、オンライン実行環境（github、

paiza.IO 等を想定） 

・グループワーク対象の遠隔授業モデル 

グループワーク授業（主にアイデアソンを想定）の遠隔教育の方法と利用する先

端技術の説明および授業実施方法、機材、コスト等の解説 

・具体的な遠隔教育導入モデル 

これまで利用してきたツールに代わり、VR空間を利用することで、空間の共有、

疑似的な接触、存在感等を演出することで、臨場感や授業への参加意識が向上し、

高い学習効果が期待できる。 

※VR・MRプラットフォーム（VRSNS等、VRSNS対応 SDK）、ARアプリ、

Webコミュニケーションツール（Slack 等）、音声－テキスト変換ツール、

ボイスチャット、出席管理ツール等 

■遠隔教育実施資料集 

・本事業の遠隔授業実証に使用した資料等を取りまとめた資料集 

※データでの配布も行う。 

 

●成果物 

遠隔教育（応用編）導入ガイド 

遠隔教育資料集（DVD） 
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（６）事業実施によって達成する成果及び測定指標 

 KPI（成果測定指標）  単位 
事 業 

開始前 

令 和 

４年度 

令 和 

５年度 
― 

遠隔授業受講者と対面授業受講者

の学習達成度の差を５％以内にする 

目標値 
％ ― 

5％以

内 
0％  

実績値      
達成度 ％     

（上記 KPI を採用した理由） 

質を落とすことなく、教育の機会を提供するための実証であるので、達成度を基準に比較すること

が適切を考えられるから 

 KPI（成果測定指標）  単位 
事 業 

開始前 

令 和 

４年度 
令 和 

５年度 
― 

遠隔授業実証講座受講者の肯定的

評価の率 

目標値 ％ ― 
80％ 
以上 

90％ 
以上  

実績値      
達成度 ％     

（上記 KPI を採用した理由） 

受講者の満足度やわかりやすさなどは、学習するモチベーションにかかわる重要な事項であるか

ら 

 

 KPI（成果測定指標）  単位 
事 業 

開始前 

令 和 

４年度 
令 和 

５年度 
― 

実証講座参加専門学校数 

目標値 校 ― 5 10  

実績値      
達成度 ％     

（上記 KPI を採用した理由） 

遠隔教育導入モデルの普及や活用、専門学校での利用にかかわる指標となるため 

 

 KPI（成果測定指標）  単位 
事 業 

開始前 

令 和 

４年度 
令 和 

５年度 
― 

本事業の遠隔教育導入モデルを利

用する専門学校数 

目標値 校 ― 3 8  

実績値      
達成度 ％     

（上記 KPI を採用した理由） 

本事業の成果の普及・活用は重要な指標であるため 

 

 KPI（成果測定指標）  単位 
事 業 

開始前 

令 和 

４年度 
令 和 

５年度 
― 

構築する遠隔教育導入モデル数 

目標値 個 ― 3 2  
実績値      
達成度 ％     

（上記 KPI を採用した理由） 

本事業の活動指標として適切であるから 

 

 KPI（成果測定指標）  単位 
事 業 

開始前 

令 和 

４年度 
令 和 

５年度 
― 

教員の負担の増加率 

目標値 ％ ― 
１０％ 
以内 

５％ 
以内  

実績値      
達成度 ％     

（上記 KPI を採用した理由） 
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教員の負担が大きいと継続が難しいため、通常の授業と変わりない業務量が望ましい 

 

 KPI（成果測定指標）  単位 
事 業 

開始前 

令 和 

４年度 
令 和 

５年度 
― 

企業からの遠隔教育導入モデルの

肯定的評価の率 

目標値 ％ ― 
80％ 
以上 

80％ 
以上  

実績値      
達成度 ％     

（上記 KPI を採用した理由） 

企業の評価が高いと、導入する専門学校の増加が見込めるため、また、企業研修等への本事業

の成果の活用が期待できるから 
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（７）本事業終了後※の成果の活用方針・手法 

●成果の活用 

・本事業で開発した教育カリキュラム・プログラムは、当会会員専門学校の特別授

業や正規課程のプログラムとして活用を促進する。 

・研修会や説明会等の啓発活動を通して、本事業の調査結果・開発した教育カリキ

ュラム・プログラムについて、これからの教育への必要性を解説し、専門学校教

育への導入を促進する。 

・事業の実証結果や導入・実施した専門学校の事例等を紹介し、活用を促進する。 

※本会の会員専門学校 68 校を主な対象として活用を推進する。 

 

●横展開 

・本事業で開発した教育カリキュラム・プログラムの IT 分野以外に活用できる領

域・範囲を非 IＴ分野の専門学校に紹介し、導入・活用を推進する。  

・非 IＴ系専門学校の教育カリキュラム・プログラムの導入について、教員研修会

等を通して教員育成を支援する。 

※本会の会員 非 IT 系専門学校 14 校を主な対象として、活用を推進する。また、

会員 IT 系専門学校の連鎖校・姉妹校等にも展開する。 

・本事業参加の企業・企業団体及び専門学校の求人企業等を通して、本事業の成果

を企業のリモートワークや社員のオンライン研修会等への活用を促進する。 

 

●フォローアップ体制・方法 

・本事業成果等の普及・活用促進について担当する委員会を本会に設置し、事業の

終了後も活動を継続的に実施する体制を整備する。 

・本事業で利用する遠隔授業ツールの利用方法などを解説する遠隔授業説明会等を

通して、教員のツール利用スキルの向上を支援する。 

・本事業で利用するメタバース上のワールド等は専門学校関係者に公開し、試用の

機会を提供する。また、VR・AR を利用した研修会を企画し、受講体験を通して、 

導入・利用の支援をする。 

 

 

 

 

 

  



 

38 

 

２．事業の成果 

 

１．調査 

（１）遠隔教育先端技術調査 

専門学校教員を対象にしたアンケート調査 

実施期間：令和 4 年 12 月 

回答数： 有効回答:440 件 

調査の主な結果 

    ・遠隔授業についてはライブ配信・講師-学生の双方向型の授業が効果的で

ある。 

    ・遠隔授業ツールは zoom/teams 併せて 9 割以上のシェア 

    ・学生の出欠管理、授業参加確認については、アクセスログ、メールへの返

信、小テストやアンケートへの回答で対応している。 

     出欠管理のためにツールを導入している教員は 16.6％ 

    ・出席確認が行えるツールについては、利用している遠隔授業ツールに付属

する機能を利用している。 → 新たなツールの導入については消極的 

    ・学生の学習意欲を高めるための工夫として、チャットや質問の受付・アン

ケートを活用して参加を促している。 

    ・6 割以上の教員が、遠隔授業を行うための研修等の受けないまま実施して

いる。 

    ・6 割以上の教員が、遠隔授業を行うためのマニュアルがないと回答してい

る。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.7%
7.8%

54.9%
41.5%

15.5%
5.2%

2.6%
1.6%
1.0%

6.2%
6.2%

1.6%
1.0%
2.1%

5.7%
7.3%

5.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

学習管理システム（LSM)
学習支援ツール

Zoom（ズーム）
Microsoft Teams

Google Meat
Google Classroom

VR
AR

V-CUBE

Skype（スカイプ）
Cisco Webex

eboard（イーボード）
スタディサプリ学校向けサービス

Classi（クラッシー）
その他

特になし
わからない

オンライン教育で利用しているツールを教えてください。（n=193）
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37.5%

42.2%

18.8%

40.6%

7.8%

9.4%

6.2%

14.1%

3.1%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

個別対応型のオンライン教育

受講者参加型のオンライン教育

AI連携機能のあるオンライン教育ツールを…

テストやアンケート結果を活用

ARの活用

VRの活用

メタバースの活用

その他

特になし

わからない

受講者の参加意欲やモチベーションを維持するために利用している方法やツールを教え

てください。（n=64）

33.2%

30.6%

36.3%

受講者の参加意欲やモチベーションを維持する工夫をしていますか（n=193）

はい いいえ わからない
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12.4%

16.1%

10.4%

28.5%

10.4%

9.3%

18.7%

13.0%

7.8%

25.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

学習管理システム（LMS）で評価

オンライン教育支援ツールで評価

オンライン教育中の発言・質問回数…

小テスト含むテスト結果

オンライン教育を受けていないとわからな…

受講者が行うプレゼン形式で習熟度把握

出席回数

行動記録による評価

その他

わからない

オンライン教育の単位や評価方法を教えてください。（n=193）

35.2%

64.8%

オンライン教育を実施するにあたり、事前に教員研修等に参加しましたか。（n=193）

はい いいえ
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事業を対象にしたヒアリング調査 

実施期間：令和 4 年 12 月 

回答数： 5 社 

調査の主な結果 

リモートワーク実施企業へのインタビューで遠隔教育に活用できる事例を調査  

遠隔教育へ活用を検討する事項 

 ・リモートワークのモチベーション向上 

 社員間のコミュニケーションを促進するための様々な取り組み 

   ・コミュニケーションツールの導入（Slack、Chatwork、OASIS、zoom

など) 

   ・朝礼、夕礼の実施 

   ・午前中 1 時間の全員参加のリモートミーティング 

   ・始業時と就業時に毎日部署全員でのミーティングを実施 

   

ヒアリング先企業では、フルリモートで業務を行う企業はなかった 

リモートワークには、社員の勤怠管理、モチベーションの維持、セキュリティと

費用など様々な課題があり、その対応は遠隔教育にも活用できるものがあること

が分かった。さらに詳細を調べて、遠隔教育に活用する。 

 

  

36.3%

63.7%

オンライン教育のマニュアルはありますか。（n=193）

はい いいえ
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２．開発 

（１）遠隔教育導入モデル（講義授業） 

Web 会議システムとボイスチャットを併用したライブ配信の遠隔授業モデルを中心に  

ツールの機能や必要備品、費用、等をまとめ、遠隔授業に活用できるガイドとして取

りまとめた。 

●解説をしている主なツール 

リアルタイム配信に必要となるツール 

オンデマンド配信に必要となるツール . 

遠隔授業で利用するデジタルツール 

Web 会議ツール . 

ボイスチャット. 

Web コミュニケーションツール . 

アイトラッキングツール . 

出席管理ツール 

音声－テキスト変換ツール 

テスト配信システム  

リアルタイム AR アプリ  

VR  

デジタルツールの設定方法 

Web 会議ツール . 

Zoom 

Google Meet 

Microsoft Teams 

ボイスチャット  

Discord 

Web コミュニケーションツール  

Slack  

Chatwork  

アイトラッキングツール 

EyeWorks 

Tobii  

出席管理ツール 

Zoom での出欠管理. 

Google フォーム等での出欠管理 

音声－テキスト変換ツール  
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Word ディクテーション機能 . 

テスト配信システム 

Google フォームでテスト設定 . 

 

（２）遠隔教育導入モデル（実習（個別）授業） 

遠隔教育で個別の実習を指導するときに必要となるツールおよび機能について、具体

的な方法を取りまとめた。 

●解説をしている主なツール 

 リモート操作 

  Windows リモートデスクトップ 

  Chrome リモート デスクトップ 

 オンライン実行環境 

  paiza.IO 

 開発プラットフォーム 

  GitHub 

 

（３）遠隔授業のための AR 

   本年度事業では、次年度以降 AR を活用するための、技術的な基盤や開発、実現でき

ることと遠隔教育での具体的な利用場面や方法について研究し、アプリの基本的な開

発を行った。 
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（４）VR 学校空間 

   本年度事業では、次年度以降 VR やメタバースを遠隔教育に活用するための、基本的

な空間の設計、構築を行った。具体的な機能や実施できる事項を整理し、遠隔教育へ

の活用について研究し、利用できる空間を開発・確保した。 
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３．実証講座 

（１）オリエンテーション 

日時：12 月 19 日（月）10：00～16：00   

   会場：オンライン（zoom） 

   参加者: 教員 10 名  学生 36 名 

   実施内容・スケジュール 

時間 内容 

10:00 オリエンテーション 

・遠隔授業ツールの解説 

  ・チャット機能 ・ボイスチャットツール 

  ・出欠、授業参加確認について 

  ・視聴デバイスのスペック 

  ・通信環境の確認と学校のパソコン教室使用について 

・アカウントの準備～作成 

 

12:00～13:00 昼休 

13:00 

 

 

 

 

 

15:30 

・遠隔コミュニケーションについて 

  資料について  表情・動作について 

  音声について  1 対多のコミュニケーション 

  ボイスチャットによる 1 対 1 のコミュニケーション 

  ツールの活用について 

  リモートデスクトップ機能 

・遠隔授業ツールの利用 

  ブレイクアウトルームに別れ、様々な利用方法や操作を体

験的に学習する 

  Zoom 以外のツールについて説明 

 

・各自の経験を共有する 

 

質疑応答 

16:00 終了 
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（２）遠隔教育（講義）実証講座 

○オンライン 

日時： 12 月 20 日（火）13:00～15:00     12 月 21 日（水）14:00～16:00 

12 月 22 日（木）14:00～16:00     12 月 23 日（金）14:00～16:00 

       会場：オンライン（zoom） 

      参加者: 14 名（A 校 10 名、B 校 4 名） 

    実施内容・スケジュール 

・1 回目【12 月 20 日（火）】 

時間 内容 

13:00 

 

～ 

 

 

15:00 

オリエンテーション 

事前テスト 

●データベースの概要  

・関係データベースの設計      ・データの正規化 

・関係データベースのデータ操作 ・データベースの保全機能 

・データベースのリカバリ機能   ・SQL とビッグデータ 

 ・2 回目【12 月 21 日（水）】 

時間 内容 

14:00 

 

 

 

～ 

 

 

16:00 

●ネットワークの概要  

・ネットワークの基本構成    ・LAN 間接続装置 

・通信プロトコル                ・インターネットの仕組み 

・インターネットのサービス      ・通信サービス 

●情報セキュリティの概要  

・情報セキュリティの脅威        ・情報セキュリティ管理 

・情報セキュリティ対策          ・アクセス制御 

・暗号化／デジタル署名 

 ・3 回目【12 月 22 日（木）】 

時間 内容 

14:00 

 

 

 

 

 

～ 

●アルゴリズムとプログラミングの概要  

・データ構造                   ・アルゴリズム 

・疑似言語                     ・基本アルゴリズム 

・探索アルゴリズム             ・整列アルゴリズム 

・プログラム言語               ・マークアップ言語 

●システム開発技術の概要  

・システム開発プロセス         ・ソフトウェア実装プロセス 
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16:00 

・ソフトウェア開発管理技術     ・テスト工程 

・保守プロセス 

●マネジメント概要  

・プロジェクトマネジメント     ・サービスマネジメント 

・ファシリティマネジメント     ・監査業務 

・内部統制 

・4 回目【12 月 23 日（金）】 

時間 内容 

14:00 

 

～ 

 

16:00 

●確認テスト１  

●確認テスト２ 

●受講アンケート 

 

まとめ 

 

○対面 

日時：令和 4 年 12 月 20 日（火）13:00～17:00     12 月 22 日（木）13:00～17:00 

会場：C 校  

参加者：22 名（C 校学生 22 名） 

・1 回目【12 月 20 日（火）】 

時間 内容 

13:00 

 

 

 

 

 

 

～ 

 

 

 

 

 

17:00 

オリエンテーション 

事前テスト 

●データベースの概要  

・関係データベースの設計      ・データの正規化 

・関係データベースのデータ操作 ・データベースの保全機能 

・データベースのリカバリ機能   ・SQL とビッグデータ 

●ネットワークの概要  

・ネットワークの基本構成    ・LAN 間接続装置 

・通信プロトコル                ・インターネットの仕組み 

・インターネットのサービス      ・通信サービス 

●情報セキュリティの概要  

・情報セキュリティの脅威        ・情報セキュリティ管理 

・情報セキュリティ対策          ・アクセス制御 

・暗号化／デジタル署名 
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・2 回目【12 月 22 日（木）】 

時間 内容 

13:00 

 

 

 

 

 

 

 

～ 

 

 

 

 

 

 

 

17:00 

●アルゴリズムとプログラミングの概要  

・データ構造                   ・アルゴリズム 

・疑似言語                     ・基本アルゴリズム 

・探索アルゴリズム             ・整列アルゴリズム 

・プログラム言語               ・マークアップ言語 

●システム開発技術の概要  

・システム開発プロセス         ・ソフトウェア実装プロセス 

・ソフトウェア開発管理技術     ・テスト工程 

・保守プロセス 

●マネジメントの概要  

・プロジェクトマネジメント     ・サービスマネジメント 

・ファシリティマネジメント     ・監査業務 

・内部統制 

●確認テスト１  

●確認テスト２ 

●受講アンケート 

まとめ 
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○遠隔教育（講義）実証講座結果 

■確認テスト結果 

   確認テスト 1 

遠隔授業受講者  対面受講者 

NO 氏名 学年 正答数 正答率  NO 氏名 学年 正答数 正答率 

1  1 29 96.7%  1  2 30.0 100.0% 

2  1 26 86.7%  2  2 24.0 80.0% 

3  1 27 90.0%  3  2 27.0 90.0% 

4  1 28 93.3%  4  2 28.0 93.3% 

5  1 27 90.0%  5  1 27.0 90.0% 

6  1 27 90.0%  6  1 28.0 93.3% 

7  1 26 86.7%  7  1 26.0 86.7% 

8  1 23 76.7%  8  1 23.0 76.7% 

9  1 29 96.7%  9  1 29.0 96.7% 

10  1 25 83.3%  10  1 23.0 76.7% 

11  1 25 83.3%  11  1 29.0 96.7% 

12  1 24 80.0%  12  1 27.0 90.0% 

13  1 29 96.7%  13  1 26.0 86.7% 

14  1 25 83.3%  14  1 29.0 96.7% 

  平均 26.4 88.1%  15  1 29.0 96.7% 

      16  1 23.0 76.7% 

      17  1 28.0 93.3% 

      18  1 28.0 93.3% 

      19  1 24.0 80.0% 

      20  1 28.0 93.3% 

      21  1 26.0 86.7% 

      22  1 27.0 90.0% 

        平均 26.8 89.2% 
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確認テスト２ 

遠隔授業受講者   対面受講者 

NO 氏名 学年 正答数 正答率   NO 氏名 学年 正答数 正答率 

1   1 26.0 86.7%   1   2 29.0 96.7% 

2   1 26.0 86.7%   2   2 28.0 93.3% 

3   1 23.0 76.7%   3   2 23.0 76.7% 

4   1 21.0 70.0%   4   2 25.0 83.3% 

5   1 24.0 80.0%   5   2 23.0 76.7% 

6   1 29.0 96.7%   6   2 28.0 93.3% 

7   1 23.0 76.7%   7   2 23.0 76.7% 

8   1 25.0 83.3%   8   2 27.0 90.0% 

9   1 28.0 93.3%   9   1 27.0 90.0% 

10   1 27.0 90.0%   10   1 25.0 83.3% 

11   1 24.0 80.0%   11   1 22.0 73.3% 

12   1 26.0 86.7%   12   1 29.0 96.7% 

13   1 27.0 90.0%   13   1 26.0 86.7% 

14   1 27.0 90.0%   14   1 23.0 76.7% 

    平均 25.4 84.8%   15   1 26.0 86.7% 

            16   1 25.0 83.3% 

            17   1 25.0 83.3% 

            18   1 22.0 73.3% 

            19   1 27.0 90.0% 

            20   1 27.0 90.0% 

                平均 25.5 85.0% 

 

    確認テスト 1 オンライン受講者平均 正答数 26.1 正答率 88.1％ 

           対面受講者平均    正答数 26.8 正答率 89.2％ 

   

 

    確認テスト 2 オンライン受講者平均 正答数 25.4 正答率 84.8％ 

           対面受講者平均    正答数 25.5 正答率 85.0％ 

 

    オンラインと対面での学習で理解度に大きな差はなかった 
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■受講者アンケート（遠隔授業受講者） 

 １．オンラインでの講義について 

  項目 人数 ％ 

1 とても良かった 4 28.6% 

2 良かった 8 57.1% 

3 どちらともいえない 1 7.2% 

4 あまり良くなかった 1 7.2% 

5 良くなかった 0 0.0% 

6 未回答 0 0.0% 

計 14 100.0% 

 

２． 講座の内容について 

  項目 人数 ％ 

1 理解できた 6 42.9% 

2 ほぼ理解できた 7 50.0% 

3 どちらともいえない 1 7.2% 

4 あまり理解できなかった 0 0.0% 

5 全く理解できなかった 0 0.0% 

6 未回答 0 0.0% 

計 14 100.0% 

 

３．ＰＰＴの資料について 

  項目 人数 ％ 

1 適切である 5 35.7% 

2 ほぼ適切である 4 28.6% 

3 どちらともいえない 3 21.4% 

4 あまり適切ではない 2 14.3% 

5 適切ではない 0 0.0% 

6 未回答 0 0.0% 

計 14 100.0% 

 

 

 

 

1 2 3 4 5 6

1 2 3 4 5 6

1 2 3 4 5 6
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５．講義・演習の時間は適切でしたか 

  項目 人数 ％ 

1 適切である 8 57.1% 

2 ほぼ適切である 6 42.9% 

3 どちらともいえない 0 5.0% 

4 あまり適切ではない 0 0.0% 

5 適切ではない 0 0.0% 

6 未回答 0 0.0% 

計 14 100.0% 

 

６．講師の話す速度は適切でしたか 

  項目 人数 ％ 

1 適切である 5 35.7% 

2 ほぼ適切である 5 35.7% 

3 どちらともいえない 2 14.3% 

4 あまり適切ではない 2 14.3% 

5 適切ではない 0 0.0% 

6 未回答 0 0.0% 

計 14 100.0% 

 

７．講師の声の聞き取りやすさについて 

  項目 人数 ％ 

1 適切である 6 42.9% 

2 ほぼ適切である 8 57.1% 

3 どちらともいえない 0 10.0% 

4 あまり適切ではない 0 0.0% 

5 適切ではない 0 0.0% 

6 未回答 0 0.0% 

計 14 100.0% 

 

 

 

 

 

1 2 3 4 5 6

1 2 3 4 5 6

1 2 3 4 5 6



 

53 

 

８．通信環境について 

  項目 人数 ％ 

1 特に問題はなかった 5 35.7% 

2 途中で画面が固まることが

あった 

6 42.9% 

3 途中で通信が切断し、入室

し直した 

1 7.2% 

4 その他 2 14.3% 

計 14 100.0% 

その他 

   ・途中、音声のみになることがあった 

   ・音声が途切れ途切れになる音があった 

 

 ９．discord を zoom と併用することについて、ご意見があればご記入ください 

  ・音声デバイスを共有する形で使用していたが、音がかぶって聞きづらくなった 

  ・途中からスマホで使用するようにした。１台のパソコンで使用するより快適になった 

  ・授業中にディスコードで友人同士の授業と関係にない会話があり、煩わしく思った。 

  ・聞き逃しや不明なことを友人に聞くことができるのはすばらしい 

  ・友人とのダイレクトメッセージのやり取りはほとんどなかったので必要ないと思う 

  ・グループチャットを利用して、授業中ほとんど話しながら受講したが、特に問題はな

かった。 

 

 10.講座についてご意見等があればご記入ください 

  ・特になし 

  ・内容はすでに学習していることでしたが、まとめて学習することでよく分かった。 

  ・ありがとうございました 

  ・確認テストの時間が短かった 

  ・zoom で授業をやる方が、質問がしやすいので今後も zoom の授業を増やしてほしい。 

  ・授業の内容はとても有意義な内容でした。確認テストもあり役に立ちました。 

 

 

 

 

  

1 2 3 4 5 6
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■確認テスト 1 

 

問１ 以下の E-R 図に関する記述として，適切なものどれか。 

 

          
倉庫 商品デパート

 

  ア 同じ商品は，必ず同じ倉庫で保管されている。 

  イ 違うデパートが，同じ倉庫を使用する場合もある。 

  ウ 一つの倉庫に，複数の商品が保管されている場合もある。 

  エ 一つのデパートは，必ず複数の倉庫を使用している。 

 

問２ インデックスに関する記述として，適切なものはどれか。 

  ア 一定の規則に従って計算した数字のことで，コードの入力ミスなどを検出するもの。 

  イ データの検索時間を短縮するために，フィールドに対して設定するもの。 

  ウ データ分析で整理したデータを，どのテーブルに記録するか決定する作業である。 

  エ 複数の項目を組み合わせて主キーにすること。 

 

問３ 主キーに関する記述として，適切なものはどれか。 

  ア 主キーだけしか項目がない表は作成できない。 

  イ 数値を表す項目しか，主キーとしては指定できない。 

  ウ 一つの表の中に，主キーの値が同じレコードは存在しない。 

  エ 表の利用目的によっては，主キーを設定しなくてもよい。 

 

問４ 正規化の目的として，適切なものはどれか。 

  ア データの冗長性を排除して，データ更新時の不整合を防止する。 

  イ データベースのテーブル構成を変更して，アクセス速度を向上させる。 

  ウ テーブルごとにアクセス権限を設定できるようにして，不正アクセスを防止する。 

  エ テーブルの構成を変更して，項目同士の演算速度を向上させる。 

 

問５ 関係データベースにおいて，表から指定した列（フィールド）を取り出す関係代数演

算はどれか。 

  ア 結合       イ 更新       ウ 射影       エ 選択 
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問６ 社員表及び勤務地表において，勤務地が東京の営業部の社員の社員番号はどれか。 

  社員表                        勤務地表 

社員番号 出身地 部署名 勤務地コード  勤務地コード 勤務地 

S001 東京 営業部 K1  K1 大阪 

S002 東京 総務部 K2  K2 東京 

S003 大阪 総務部 K1    

S004 大阪 営業部 K2    

  ア S001       イ S002       ウ S003       エ S004 

 

問７ 排他制御に関する説明として，適切なものはどれか。 

  ア データの安全性を確保するために，必要なデータ以外にアクセスできないようにす

る仕組みである。 

  イ データの不整合を防止するために行われる，DBMS によるデータベースの保全機能

である。 

  ウ 複数のトランザクションが同じデータを更新することによって，先に行われたトラ

ンザクションの更新 

    処理が上書きされて無効となる現象である。 

  エ 二つのトランザクションが，互いに相手トランザクションの終了を待って停止して

いる状態である。 

 

問８ 次の表のように資源を利用するトランザクションＡ～Ｃがある。このトランザクショ

ンの実行に関する記述として，適切なものはどれか。 

 資源

Ｘ 

資源Ｙ 資源Ｚ  

トランザクションＡ Ｋ Ｓ －  

トランザクションＢ Ｓ － Ｋ Ｋ：共有ロック 

トランザクションＣ Ｋ － Ｓ Ｓ：占有ロック 

  ア トランザクションＡとトランザクションＢを同時に実行しても，ロック解除待ちは

絶対発生しない。 

  イ トランザクションＡとトランザクションＣを同時に実行しても，ロック解除待ちは

絶対発生しない。 

  ウ トランザクションＢとトランザクションＣを同時に実行しても，ロック解除待ちは

絶対発生しない。 
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  エ どの組合せのトランザクションを二つ同時に実行しても，ロック解除待ちは絶対発

生しない。 

 

問９ バックアップファイルにトランザクションによる更新後の値を反映することによって，

障害発生直前の状態にまでデータベースを復旧するリカバリ機能はどれか。 

  ア コミット                イ ジャーナル 

  ウ バックワードリカバリ          エ フォワードリカバリ 

 

問 10 NoSQL に関する記述として，適切なものはどれか。 

  ア 関係データベースとは異なるデータベース方式で，ビッグデータを扱う場合などに

用いられている。 

  イ 関係データベースにおいて，データの定義や操作に使用するデータベース言語であ

る。 

  ウ データの関係を表形式で表現する関係モデルで構築されたデータベースである。 

  エ データベースの表記を統一したり，古いデータや不要なデータを削除したりして，

データベースを最適な状態にすることである。 

 

問 11 無線 LAN に関する記述として，適切なものはどれか。 

  ア 無線 LAN は，一般に Bluetooth の名称で普及している。 

  イ 無線 LAN は，アクセスポイントを経由して有線 LAN と接続することができる。 

  ウ 無線 LAN は，インターネットなどの外部ネットワークに接続することはできない。 

  エ 無線 LAN はセキュリティに優れているため，有線 LAN よりも情報が漏えいする心

配が少ない。 

 

問 12 携帯電話を使用して，PC などを WAN に接続する技術はどれか。 

ア ONU                   イ PLC 

  ウ キャリアアグリゲーション        エ テザリング 

 

問 13 IoT ネットワーク技術のうち，複数のサーバを異なる地域に分散配置しておき，利用

時にはユーザに近い場所に配置してあるサーバと通信を行えるようにするものはどれ

か。 

  ア BLE                   イ LPWA 

  ウ アクチュエータ             エ エッジコンピューティング 
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問 14 送信する必要がないパケットを送信しないフィルタリング機能をもつが，同報通信

は接続したすべての LAN に送信する LAN 間接続装置はどれか。 

  ア ゲートウェイ              イ スイッチ 

  ウ ハブ                  エ ルータ 

 

問 15 TCP/IP の構成として，適切なものはどれか。 

ア AP 層 イ AP 層 ウ AP 層 エ AP 層 

 IP 層  IP 層  TCP 層  TCP 層 

 NI 層  TCP 層  IP 層  NI 層 

 TCP 層  NI 層  NI 層  IP 層 

 

問 16 PC 又はメールサーバが，メールサーバにメールを送信するためのプロトコルはどれ

か。 

  ア FTP        イ HTTP       ウ POP      エ SMTP 

 

問 17 データの暗号化機能や電子証明書などを使用した，利用者認証機能を備えたセキュ

リティプロトコルはどれか。 

  ア DHCP       イ IMAP       ウ NTP     エ SSL/TLS 

 

問 18 IP アドレスに関する記述として，適切なものはどれか。 

  ア DNS サーバは，URL やメールアドレスを IP アドレスに変換する。 

  イ IP アドレスのネットワークアドレス部は，送信相手の PC を一意に表している。 

  ウ IP アドレスは，利用するサービスによってあらかじめ決められている。 

  エ 現在使用されている IP アドレス（IPv4）は，64 ビットで構成されている。 

 

問 19 Web サーバにアクセスしてきたブラウザに，Web サーバからの情報（認証情報，ユ

ーザ情報など）を一時的に保存する仕組みはどれか。 

  ア cookie                 イ CGI 

  ウ オンラインストレージ          エ クローラ 

 

問 20 メーリングリストに登録されている複数のメールアドレスに対して，同じ内容のメ

ールを送信するサービスはどれか。 

  ア bcc                   イ cc 

  ウ チェーンメール             エ 同報メール 
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問 21 FTTH に関する説明として，適切なものはどれか。 

  ア インターネットを利用した音声通信サービス。 

  イ 既存の電話回線を利用した上りと下りの速度が異なる回線サービス。 

  ウ 携帯電話やノート型 PC を利用した移動体通信サービス。 

  エ 高速大容量の光ファイバケーブルを家庭まで施設した回線サービス。 

 

問 22 悪意をもって他人の PC に侵入し，データを盗み見たり破壊したりする行為はどれか。 

  ア クラッキング              イ クロスサイトスクリプティング 

  ウ ソーシャルエンジニアリング       エ トラッシング 

 

問 23 組織の従業員などが，私有する PC やスマートフォンなどの情報端末を，組織の許可

を得て業務に利用することを表すものはどれか。 

  ア BYOD                  イ シャドーIT 

  ウ ドライブバイダウンロード        エ 標的型攻撃 

 

問 24 フィッシングに関する説明として，適切なものはどれか。 

  ア 悪意をもったスクリプトを，脆弱性のある標的サイト経由で利用者に送り込む攻撃 

  イ 長い文字列などを送り続け，プログラムが確保したメモリ領域をあふれさせる攻撃 

  ウ 有名企業などの Web ページを改ざんし，閲覧した利用者にコンピュータウイルス

を感染させる攻撃 

  エ 利用者を偽の Web ページに誘導して，パスワードなどの情報を入力させて不正に

入手する攻撃 

 

問 25 情報セキュリティマネジメントの真正性に関する説明はどれか。 

  ア 資産が保護されていることを確認できる特性 

  イ システムなどが安定して期待された役割を果たせる特性 

  ウ 情報の履歴などがたどれる状態を追跡できる特性 

  エ 利用事実を否定することができないよう証明できる特性 

 

問 26 ISMS における PDCA サイクルのＣに該当する行動はどれか。 

  ア 情報セキュリティ基本方針などを定める。 

  イ 情報セキュリティ対策実施手順などを決めて運用する。 

  ウ 導入した ISMS が正しく運用されているかを監視／評価する。 

  エ 導入した ISMS を見直して改善する。 
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問 27 次のリスク対策の中で，リスク回避に該当するものはどれか。 

  ア 火災が発生しそうな場所に，あらかじめ消化設備を設置しておく。 

  イ サーバダウンなどの障害が発生したときに備えて，準備金を用意しておく。 

  ウ 障害が発生しやすくなった古い機器を，新しい機器と交換する。 

  エ レンタルサーバを利用して，障害が発生した場合はレンタル会社に対処してもらう

契約をする。 

 

問 28 入退室管理などで用いられる，個人の身体的特徴を利用した認証技術はどれか。 

  ア 画像認証                イ コンテンツフィルタ 

  ウ シングルサインオン           エ バイオメトリクス認証 

 

 

問 29 アクセス制御に関する記述として，適切なものはどれか。 

  ア 検疫ネットワークは，セキュリティ上の弱点を探す目的で行われる侵入テストであ

る。 

  イ コールバックは，外部ネットワークに自動的に接続できるように予約する仕組みで

ある。 

  ウ パスワードは，利用者自身が変更できるようにする。 

  エ ファイアウォールは，ネットワークを火災の被害から守るための防火壁である。 

 

問 30 デジタル署名において，送信者が本人であることを証明するために，平文から算出

したハッシュ値を暗号化するのに使用する鍵はどれか。 

  ア 受信者の公開鍵             イ 受信者の秘密鍵 

  ウ 送信者の公開鍵             エ 送信者の秘密鍵 
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■確認テスト 2 

 

問１ 配列の各要素を区別するために使用する番号のことを何というか。 

  ア アドレス     イ 添字       ウ ポインタ     エ リスト 

 

問２ キューに関する説明として，適切なものはどれか。 

  ア 後に格納したデータが先に取り出される，LIFO 方式のデータ構造である。 

  イ 先に格納したデータが先に取り出される，FIFO 方式のデータ構造である。 

  ウ 先頭要素から順番にデータをたどっていくデータ構造である。 

  エ 番号を指定することで，特定の要素を直接参照できるデータ構造である。 

 

問３ Ａ，Ｂ，Ｃの順にスタックにデータを格納したとき，どのような手順でも実現できな

いデータの取り出し順序はどれか。 

  ア Ａ，Ｂ，Ｃ    イ Ｂ，Ａ，Ｃ    ウ Ｂ，Ｃ，Ａ   エ Ｃ，Ａ，Ｂ 

 

問４ フローチャートで，繰返し処理の開始と終了を表すために使用される記号はどれか。 

  ア 処理記号     イ 線記号     ウ 端子記号   エ ループ端記号 

 

問５ アルゴリズムの基本構造に関する記述として，適切なものはどれか。 

  ア アルゴリズムの基本構造とは，選択構造と繰返し構造の二つである。 

  イ 繰返し構造で繰り返す処理であっても，一度も実行されない場合もある。 

  ウ 繰返し構造で繰り返す処理には，選択構造を記述することはできない。 

  エ 選択構造は，二つの処理を並列的に同時実行する構造である。 

 

問６ 売上(1)～売上(10)に記録されている売上の合計を求めるアルゴリズムの に入れる適切

な処理はどれか 

   ① 変数“合計”に 0 を，変数“I”に 1 を代入する。 

   ② 条件“       ”が成立するまで，③～④の処理を繰り返す。 

   ③ 変数“合計”に売上(I)を加算する。 

   ④ 変数“I”に 1 を加算する。 

   ⑤ 変数“合計”を出力する。 

  ア I ＝ 10      イ I ≠ 10      ウ I ＞ 10      エ I ＜ 10 
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問７ 高水準言語に関する説明として，適切なものはどれか。 

  ア Web コンテンツなどで動作する簡易プログラムを簡単に作成できる簡易プログラム

言語の総称 

  イ コンピュータの理解できる‘０’と‘１’の組合せで表現される言語 

  ウ サーバからダウンロードしてクライアントで実行するプログラムの名称 

  エ 人間が考える処理を，人間にわかりやすい形式で記述できるプログラム言語 

 

問８ 次の言語プロセッサのうち，高水準言語で記述された原始プログラムを，一括して翻

訳するものはどれか。 

  ア アセンブラ               イ インタプリタ 

  ウ コンパイラ               エ サーブレット 

 

問９ C 言語に関する説明として，適切なものはどれか。 

  ア C++をもとに開発された，マルチプラットフォーム対応のオブジェクト指向型プロ

グラム言語。 

  イ ISO で標準化された，文書の論理構造や意味構造，属性などを記述できるマークア

ップ言語。 

  ウ 英語表現に近い命令を利用する，事務処理のアルゴリズムを記述するのに適したプ

ログラム言語。 

  エ 関数型言語ともいわれる，AT&T ベル研究所で UNIX を開発するために使われたプ

ログラム言語。 

 

問 10 HTML に関する記述として，適切なものはどれか。 

  ア HTML の仕様は規格化されているため，どの Web ブラウザでも必ず同じように表

示される。 

  イ 入力データを Web ブラウザでチェックするようなプログラムは，HTML の標準仕

様で作成できる。 

  ウ ハイパーテキストのリンクを記述できることから，ハイパーテキスト記述言語とも

いわれる。 

  エ ユーザの利用目的に応じて，ユーザ独自のタグを定義して利用することができる。 

 

問 11 システム要件定義などで利用される，開発するソフトウェアの機能と難易度からソ

フトウェアの開発工数や開発期間を見積もるソフトウェア見積り法はどれか。 

  ア ３点見積り法              イ COCOMO 
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  ウ ファンクションポイント法        エ 類推見積り法 

 

問 12 ソフトウェア要件定義に関する記述として，適切なものはどれか。 

  ア ソフトウェアコンポーネントをソフトウェアユニットに詳細化する。 

  イ ソフトウェアの最上位レベルでの構造とソフトウェアコンポーネントを明確にする。 

  ウ ソフトウェアユニットとデータベースの作成及びテストを行う。 

  エ 利用者の要求を満たすソフトウェアの機能や性能などを大まかに決定する。 

 

問 13 ソフトウェア方式設計で行う作業として，適切なものはどれか。 

    ア コードレビュー 

    イ ソフトウェアユニットのテスト要求事項の定義 

    ウ ソフトウェアの構造とソフトウェアコンポーネントの明確化 

    エ ハードウェア構成品目，ソフトウェア構成品目の明確化 

 

問 14 プロセス中心アプローチに関する説明として，適切なものはどれか。 

    ア ソフトウェアで利用されるデータに着目するソフトウェア開発手法である。 

    イ ソフトウェアに必要となる機能に着目するソフトウェア開発手法である。 

    ウ ソフトウェアを独立性の高い部分に分割して，部分ごとに設計／開発／テスト

を繰り返していく方である。 

    エ データを処理するために必要な機能とデータを一体化し，オブジェクトとして

扱う設計手法である。 

 

問 15 試作品を利用者に試用してもらい，仕様を早期に確定していくソフトウェア開発モ

デルはどれか。 

    ア RAD                   イ ウォータフォールモデル 

    ウ スパイラルモデル            エ プロトタイピングモデル 

 

問 16 CMMI が評価するものはどれか。 

    ア 開発プロセスのアクティビティで作成された成果物 

    イ 考えられるテストケースに対して実施したテスト数 

    ウ ソフトウェア開発組織のプロセスの成熟度 

    エ ソフトウェア開発とその取引の適正化の度合い 

 

 



 

63 

 

問 17 テストの実施順序として，適切なものはどれか。 

    ア 結合テスト → システムテスト → 単体テスト → 運用テスト 

    イ 結合テスト → 単体テスト → 運用テスト → システムテスト 

    ウ 単体テスト → 結合テスト → システムテスト → 運用テスト 

    エ 単体テスト → システムテスト → 結合テスト → 運用テスト 

 

問 18 プログラムの内部構造であるアルゴリズムに着目するテスト手法はどれか。 

    ア インスペクション            イ ブラックボックステスト 

    ウ ホワイトボックステスト         エ リグレッションテスト 

 

問 19 ソフトウェア受入れ支援に関する記述として，適切なものはどれか。 

    ア 受入れテストは，開発者が主体となって実施する。 

    イ 受入れレビューでは，ソフトウェアユニットテストの結果を考慮する。 

    ウ ソフトウェア受入れ支援には，利用者マニュアルの整備なども含まれる。 

    エ ソフトウェア受入れ支援は，SLCP の取得プロセスのアクティビティである。 

 

問 20 次のうち，ソフトウェア保守に含まれるものはどれか。 

  ア サーバのメモリ増設           イ 障害発生機器の修理 

    ウ ハードディスクの交換          エ 利用者マニュアルの修正 

 

問 21 株主や顧客など，プロジェクトに関わる利害関係者の総称はどれか。 

  ア イニシエータ              イ ステークホルダ 

    ウ プロジェクトマネージャ         エ プロジェクトメンバ 

 

問 22 次のアローダイアグラムで表されるプロジェクトの全作業が終了するには何日かか

るか。 

２

３

４

５

６

Ａ

Ｃ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

１

３

２

１

２

５ 作業名

作業日数

１

 

    ア ６        イ ７        ウ ８        エ ９ 
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問 23 ガントチャートに関する記述として，適切なものはどれか。 

  ア ガントチャートでは，開発費用が予算内に収まっているかを管理できる。 

  イ ガントチャートでは，作業が予定どおりに進行しているかを管理できる。 

  ウ ガントチャートでは，重点管理する作業を明確に管理できる。 

  エ ガントチャートでは，先行作業の遅れが後続の作業に与える影響を管理できる。 

 

問 24 プロジェクトスコープマネジメントで作成する，成果物を主体にプロジェクトに必

要な作業を段階的に分割して表した階層構造図はどれか。 

  ア EVM        イ QCD        ウ RFP        エ WBS 

 

問 25 IT サービスマネジメントのデファクトスタンダードとなっている手引書はどれか。 

  ア ISMS       イ ITIL       ウ SLA        エ SLCP 

 

問 26 サービスレベルの維持を目的として，いつもと違う状態からの復旧を行うサービス

サポートはどれか。 

  ア インシデント管理            イ 構成管理 

  ウ 変更管理                エ リリース管理 

 

問 27 サービスデスク（ヘルプデスク）の一般的な対応手順として，適切なものはどれか。 

  ア 受付と記録 → 対応 → 対応結果の記録 → 問題判別 

  イ 受付と記録 → 対応 → 問題判別 → 対応結果の記録 

  ウ 受付と記録 → 問題判別 → 対応 → 対応結果の記録 

  エ 対応 → 対応結果の記録 → 問題判別 → 受付と記録 

 

問 28 停電時などに，システムを正常終了させるために必要となる時間だけ，電力を供給

するために使用される電源関連設備はどれか。 

  ア AVR        イ CVCF       ウ SPD        エ UPS 

 

問 29 システム監査において，監査の評価を裏付けるために採取されるものはどれか。 

  ア 監査計画     イ 監査証拠     ウ 監査調書    エ 監査報告書 

 

問 30 内部統制に関する記述として，適切なものはどれか。 

  ア 内部統制システムは，会社全体に適用するものではなく，特定業務ごとに適用する

ものである。 



 

65 

 

  イ 内部統制とは企業内活動として行われるものであるため，法規に関しては考慮しな

くてよい。 

  ウ 内部統制の主たる目的は，企業内での不正を防止するための罰則規定を定めること

である。 

  エ 内部統制は，IT ガバナンスの実現に寄与するものとして位置付けられている。 
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（３）遠隔教育（実習（個人））実証講座 

日時：1 月 10 日（火）10:00～16:00 

   会場：オンライン（zoom） 

   参加者: 教員 10 名  学生 36 名 

実施内容とスケジュール 

 【1月 10日（火）】 

時間 内容 使用ツール 

10:00 オリエンテーション 

講師・受講者の自己紹介 

（通信状態確認含む） 

課題の説明 

・実施する課題についての説明と解説 

各自で実習 

・各自で課題に取り組む 

 課題 1を使用 

zoom Discord 

常時接続 

 

ボイス 

チャット 

12：00～

13:00 

昼休  

13:00 個別指導（課題 2を使用） 

1名 10～15分程度で個別に指導 

リモートデスクトップを使用して課題を

説明、質疑応答に対応ししながら、学生

ごとの状況やつまずいている点を確認し

指導する。 

 

質疑応答・まとめ／課題データ提出／ア

ンケート 

※課題 3を各自実施し、後日提出 

zoom リモ

ート

デス

クト

ップ 

16:00 終了  
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■課題結果 

 110点満点 

課題結果 

NO 氏名 学年 正答数 正答率 

1   1 100 90.9 

2   1 85 77.3 

3   1 85 77.3 

4   1 95 86.4 

5   1 90 81.8 

6   1 100 90.9 

7   1 95 86.4 

8   1 80 72.7 

9   1 90 81.8 

    平均 92.5 84.1 

 

 

課題 3 

秋のフルーツ販売強化キャンペーンの結果を分析してください。以下の指示に従い、分

析に必要な表を作成し、グラフを含めた資料を作成しなさい。 

≪使用データ≫    「9月売上.txt」、「フルーツマスター.txt」 

数値には以下の書式を設定する。 

・数値には、桁区切り( , )を設定する  ・金額は、整数で表す  ・割合は、小数

点第１位まで表す 

① 下表を作成し、売上や構成比などを求め、ABC分析を行いなさい。 

※ランクは、構成比率累計が 70%までを「A」、90%までを「B」、100%までを「C」と

すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 評価ポイント 配点 

全体 

数値は桁区切り 10 

金額は整数 10 

割合は小数点第一位まで表示 10 

問１ 

売上シートの売上金額 5 

構成比 5 

構成比率累計 5 

ランク 5 

問２ 
パレート図 5 

グラフのタイトル 5 

問 3 

穴埋め① 5 

穴埋め② 5 

穴埋め③ 5 

穴埋め④ 5 

穴埋め⑤ 5 

穴埋め⑥ 5 

問５ 

印刷の向き（横） 5 

用紙のサイズ（A4） 5 

ヘッダーの設定（今日の日付を表示） 5 

ページ中央（水平・垂直） 5 
 配点合計 110 
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② パレート図を作成しなさい。 

   ・タイトル： 「フルーツ売上分析」 

③ 次の文章の空欄を適当な語句や数値で埋め、文章を完成させなさい。 

 

 

 

 

 

④ 表、グラフ、分析文章の体裁を整え、次の印刷設定をしなさい。 

   ・用紙の向き：縦   ・用紙のサイズ：A4   ・ヘッダー：今日の日付   

・ページ中央：水平☑ 垂直☑ 

⑤ 任意の場所に「フルーツ別売上状況」と名前を付けて保存するい 

 

 

■受講者アンケート（学生） 

 １．遠隔授業について 

   項目 人数 ％ 

1 とても良かった 2 20.0% 

2 良かった 7 70.0% 

3 どちらともいえない 1 10.0% 

4 あまり良くなかった 0 0.0% 

5 良くなかった 0 0.0% 

6 未回答 0 0.0% 

計 10 100.0% 

 

２．授業内容について 

  項目 人数 ％ 

1 理解できた 8 80.0% 

2 ほぼ理解できた 1 10.0% 

3 どちらともいえない 1 10.0% 

4 あまり理解できなかった 0 0.0% 

5 全く理解できなかった 0 0.0% 

6 未回答 0 0.0% 

計 10 100.0% 

1 2 3 4 5 6

1 2 3 4 5 6
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３．演習内容について 

  項目 人数 ％ 

1 適切である 3 20.0% 

2 ほぼ適切である 5 50.0% 

3 どちらともいえない 2 20.0% 

4 あまり適切ではない 0 0.0% 

5 適切ではない 0 0.0% 

6 未回答 0 0.0% 

計 10 100.0% 

 

５．講義・演習の時間は適切でしたか 

  項目 人数 ％ 

1 適切である 2 20.0% 

2 ほぼ適切である 6 60.0% 

3 どちらともいえない 1 10.0% 

4 あまり適切ではない 1 10.0% 

5 適切ではない 0 0.0% 

6 未回答 0 0.0% 

計 10 100.0% 

 

６．通信状態について 

  項目 人数 ％ 

1 特に問題はなかった 3 30.0% 

2 途中で画面が固まることが

あった 

2 20.0% 

3 途中で通信が切断し、入室

し直した 

1 10.0% 

4 その他 4 40.0% 

計 20 100.0% 

  その他 

   ・リモートデスクトップがうまく接続できなかった 

   ・音声が途切れた 

   ・ディスコードが途中で接続できなくなった 

 

1 2 3 4 5 6

1 2 3 4 5 6

1 2 3 4 5 6
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 ７．個別指導について 

    項目 人数 ％ 

1 とても良かった 5 50.0% 

2 良かった 3 30.0% 

3 どちらともいえない 1 10.0% 

4 あまり良くなかった 1 10.0% 

5 良くなかった 0 0.0% 

6 未回答 0 0.0% 

計 10 100.0% 

８．事前学習ビデオについて 

    項目 人数 ％ 

1 理解できた 6 60.0% 

2 ほぼ理解できた 3 30.0% 

3 どちらともいえない 1 10.0% 

4 あまり理解できなかった 0 0.0% 

5 全く理解できなかった 0 0.0% 

6 未回答 0 0.0% 

計 10 100.0% 

 

９．事前学習ビデオ視聴時の速度につて 

    項目 人数 ％ 

1 0.25 0 0.0% 

2 0.5 0 0.0% 

3 0.75 0 0.0% 

4 標準 3 30.0% 

5 1.25 0 0.0% 

6 1.5 7 70.0% 

7 1.75 0 0.0% 

8 2 0 0.0% 

計 10 100.0% 

 

 

 

 

1 2 3 4 5 6

1 2 3 4 5 6

1 2 3 4 5 6 7 8
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 10．zoom、discordの同時利用について、状況および感想をご記入ください 

  ・1台のパソコンで 2つを同時に使用は難しいと思った 

  ・ディスコードのビデオチャットを使用すれば、ディスコードだけでできる 

  ・ディスコードはスマホで使用した 

  ・特定の友人と授業中に会話がでるのはありがたい。特に個別指導時は講師に質問がで

きないので 

 

11．リモートデスクトップについて、使用した時の状況と感想をご記入ください。 

・実際の操作を自分のパソコンの画面で見れるのでとても分かりやすい 

・接続時の確認コードなどが面倒 

・接続を何回かやり直したのでもう少し簡単に接続できるとよい。  

・リモートデスクトップでの授業は分かりやすい。もう少し時間があれば、もっと良か

った。 

・リモートデスクトップは初めて知ったが、とても便利だと思った 

 

12．今回の講座について、ご意見・感想があればご記入ください 

  ・エクセルの操作は、日頃も使っているが、仕事で必要となるチェック項目が知れてよ

かった。 

  ・エクセルはあまり使わないので不安だったが、分かりやすく教えてもらった 

  ・CSVの読み込み方は役に立つと思った 

  ・ありがとうございました 

  ・個別指導の時に待ち時間が退屈 

  ・同じところの操作は、何度も見る必要はない 

  ・もう少し時間が欲しかった 

  ・知らなかったエクセルの操作が分かってよかった 
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３．次年度以降の取組み 
１．成果の活用 

・本事業で開発した教育カリキュラム・プログラムは、当会会員専門学校の特別授業や

正規課程のプログラムとして活用を促進する。 

 

・研修会や説明会等の啓発活動を通して、本事業の調査結果・開発した教育カリキュラ

ム・プログラムについて、これからの教育への必要性を解説し、専門学校教育への導

入を促進する。 

 

・事業の実証結果や導入・実施した専門学校の事例等を紹介し、活用を促進する。 

※本会の会員専門学校 68 校を主な対象として活用を推進する。 

 

２．横展開 

・本事業で開発した教育カリキュラム・プログラムの IT 分野以外に活用できる領域・

範囲を非 IＴ分野の専門学校に紹介し、導入・活用を推進する。  

 

・非 IＴ系専門学校の教育カリキュラム・プログラムの導入について、教員研修会等を

通して教員育成を支援する。 

※本会の会員 非 IT 系専門学校 14 校を主な対象として、活用を推進する。また、会

員 IT 系専門学校の連鎖校・姉妹校等にも展開する。 

 

・本事業参加の企業・企業団体及び専門学校の求人企業等を通して、本事業の成果を企

業のリモートワークや社員のオンライン研修会等への活用を促進する。 

 

３．フォローアップ体制・方法 

・本事業成果等の普及・活用促進について担当する委員会を本会に設置し、事業の終了

後も活動を継続的に実施する体制を整備する。 

 

・本事業で利用する遠隔授業ツールの利用方法などを解説する遠隔授業説明会等を通し

て、教員のツール利用スキルの向上を支援する。 

 

・本事業で利用するメタバース上のワールド等は専門学校関係者に公開し、試用の機会

を提供する。また、VR・AR を利用した研修会を企画し、受講体験を通して、 導

入・利用の支援をする。 
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令和 4 年度「専修学校における先端技術利活用実証研究」  

先端技術を活用した体感型双方向遠隔教育の実践モデル構築事業 

 
 

成 果 報 告 書 
 

 

令和 5年 3月 
 

一般社団法人全国専門学校情報教育協会 
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電話：03-5332-5081 FAX 03-5332-5083 
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